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  漢語整理の標準は，何を基礎としてするかといえば，漢語が国語として存在する場合 
  の長所及び短所を十分に明にするとゆう事である。この長所短所を十分に心懸けてい 

















































































  ◯撤去は困難を極めています。→取り除くのは，難しくなっています。 
  ◯漁に支障を来しているのです。→漁のじゃまをしているのです。 











































  意味，形態，語種，語構成，文法機能，文字，位相，文体，文化，計量的分析方法， 






ということでとりあげている次の 15 辞書をもとにして，漢語分析とのかかわりを述べる。 
 
  大辞泉 第 2版 
  新明解国語辞典 第 7版（新明解） 
  岩波国語辞典 第 7版 新版（岩国） 
  三省堂現代新国語辞典 第 4版（三現国） 
  新選国語辞典 第 9版（新選） 
  明鏡国語辞典 第 2版（明鏡） 
  広辞苑 第 6版 
  三省堂国語辞典 第 7版（三国） 
  学研現代新国語辞典 改訂第 5版（学研） 
  現代国語例解辞典 第 4版（現国例） 
  大辞林 第 3版 
  旺文社国語辞典 第 11 版（旺文社） 
  小学館日本語新辞典（日本語） 
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  集英社国語辞典 第 3版（集英社） 
  新潮現代国語辞典（新潮現） 


















































































語数 語例 語数 語例 語数 語例
名詞 112 できもの（出来物） 351 とおせんぼう（通せん坊） 216 きっかけ（切っ掛け）
　形式名詞 7 ところ（所）
　サ変動詞語幹 6 ナンパ（軟派） 10 こまごま（細細） 7 かつあげ（喝上げ）
代名詞 1 うち（内） 5 おれ（俺） 4 わたくし（私）
動詞 32 ちぎる（千切る） 36 たなびく（棚引く） 179 できる（出来る）
　補助動詞 13 おく（置く） 5 くる（来る） 12 まいる（参る）
　複合動詞の後項 0 10 だてる（立てる） 7 つける（付ける）
形容詞 2 えらい（偉い） 15 すばらしい（素晴らしい） 35 いやらしい（嫌らしい）
　補助形容詞 1 ない（無い・亡い） 1 ない（無い・亡い） 3 よい（良い）
　複合形容詞の後項 0 1 かねない（兼ねない） 0
形容動詞 33 おおぎょう（大仰） 62 へいちゃら（平ちゃら） 40 いいかげん（いい加減）
副詞 51 まんざら（満更） 72 ひときわ（一際） 75 まま（間間）
連体詞 4 名だたる（名立たる） 0 5 心ある（心有る）
接続詞 4 さようなら（左様なら） 10 したがって（従って） 6 ただし（但し）
感動詞 2 なるほど（成程） 3 くわばら（桑原） 6 あわれ（哀れ）
助詞 5 くせに（癖に） 0 1 ほど（程）
接辞（接頭語・接尾語） 20 け（気）　おき（置き） 1 か（箇） 14 もの（物）　ばる（張る）
造語成分 0 18 どころ（所） 8 がかり（掛かり）
連語 10 つまらない（詰まらない） 8 ございます（御座います） 35 について（に就いて）
あいさつ語 0 3 こんにちは（今日は） 0









































































































































































  新聞の記事に，文章のきめ細かさなどは必要でない。早く，たくさんの情報を流して 


















































































































































































ら，『岩波国語辞典 第 7版 新版』（『岩国』），『旺文社国語辞典 第 11版』（『旺文社』），『学
研現代新国語辞典 改訂第 5版』（『学研』），『現代国語例解辞典 第 4版』（『現国例』），『三省
堂国語辞典 第 7版』（『三国』），『集英社国語辞典 第 3版』」（『集英社』），『新明解国語辞典 




















  餡 角 缶 牛 香（キョウ） 玉 金 銀 具 桂 券 剣 鍵 弦 舷 香（コウ）  
  冊（サク） 柵 札 桟 笏（シャク） 銃 書 笙 鉦 簫 錠 尉 芯 栓 膳 箏  
台 卓 痰 帙 茶 鉄 糖 銅 毒 肉 尿 杯 牌（ハイ） 箔 鉢（ハチ） 撥 
（バチ） 判 盤 櫃 票 雹 鋲 瓶 符 譜 歩（フ） 麩 服 糞 塀 便（ベ 
ン） 袍 棒 帽（帽を脱ぐ『集英社』） 本 盆 幕（マク） 蜜 面 綿 麺 門  
翼（翼が張っている『集英社』） 鈴（リン：始業の鈴が鳴る『新明解』） 塁 聯 櫓  






  胃 尻 腱 腎（腎機能・腎不全） 頭（頭が高い） 蘂 髄（骨の髄まで） 腺 体 













  院 卿（キョウ・ケイ） 兄（ケイ） 妻（古めかしい言い方『新選』） 師 子（古 
  めかしい言い方。君『大辞林』） 氏 室（家康の室『新選』） 主 衆（衆に先んず 
る『岩国』） 女（川村氏の女『新選』） 将 妾（古い言い方『明鏡』） 嬢（ふつう 
「お嬢さん」の形で『新選』） 臣 仁（「ご仁」の形が一般的） 祖（源氏の祖『集 
英社』） 僧 息（坂口氏の息『新選』） 賊 宅 男（山野氏の男『岩国』） 長 朕  
通 敵 徒（学問の徒『明鏡』） 妃（妃となる『三国』） 兵 坊（かわいい坊だな 














  課 局 区 軍 郡 県 市 社 州 塾 省 隊 団 町 庁 都 党 道 派  







  庵 院（院の内外『三国』） 駅 園 京 郷（ゴウ：郷に入っては郷に従え） 獄（獄 
  につながれる） 室（室を出る『岩国』） 社 宿（品川の宿『三国』） 塾 衝（交 
  通の衝・衝に当たる） 場（称賛の声が場に満ちる『新明解』） 陣 宅 壇 地 宙  

























  愛 案 鬱 運 縁 恩 我 会 回 害 格 学 額 勘 癌 気 義 逆 灸  
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級 急 行（ギョウ） 曲 刑 罫 芸 劇 語 碁 業 根 紺 差 座 策 死  
字 痔 軸 質（シチ・シツ） 実 癪 週 術 旬 順 性（ショウ） 賞 情 職  
心 精 税 席 籍 説 線 禅 層 損 代 題 段 注 点 度 得 徳 難  
熱 年 念 能 罰（バチ・バツ） 番 非 品 封 分（ブン） 弁 法 厄 用  










  一 億 九（キュウ・ク） 京 五 三 四 七 十 千 兆 二 八 百 万 零  




  貫 斤 間（ケン） 合（ゴウ） 石（コク） 刻 忽 糸 勺 尺 升 丈 仞 尋  









  閾（心理学） 纓（歴史） 甲（カン：音楽） 楷・篆・隷（書体） 戒・偈（仏 
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  （社長の）印 （西南の）役 （別離の）宴 （哲人の）概 （今昔の）感 （別人の）  
観 （白昼の）怪 （思い出の）記 （その）儀 （無我の）境 （古都の）景 （兵 
馬の）権 （彼の）言 後（その後） 期（ゴ：この期） （若葉の）候 （手の）甲  
（この）号 （音楽の）才 （受験の）際 （100円の）残 （同好の）士 （生計の） 
資 （送別の）辞 （この）種 （古希の）寿 （品川の）宿 （困惑の）状 （敵の） 
勢 （女難の）相 （水戸黄門の）称 （不景気の）徴 （この）底 典（華燭の典）  
（いつもの）伝 （帰国の）途 秘（秘中の秘） （自然の）美 （社会の）弊 （無 
















（紀貫之の）詠 （病中の）吟 （浜松の）在 （吉本の）作 （和歌の）集 （平氏 
の）出 （個人の）蔵 （平成七年の）卒 （髀肉の）嘆 （関係者の）談 （夏目漱 







賀（賀の祝い） 豪（豪の者） 左（の問題） 在（のことば） 双（の腕） 対（の 























































謁（謁を賜う） 閲（閲をこう） 冤（冤をそそぐ） 快（快をむさぼる） 活（活を 
入れる） 禁（禁を犯す・禁を破る） 檄（檄を飛ばす） 決（決を下す・決をとる）  
堅（堅を誇る） 妍（妍を競う） 行（行をともにする） 刺（刺を通じる） 醜（醜 
をさらす） 漸（を追って） 装（装を新たにする・装をこらす） 端（端を発する・ 
端を開く） 断（断を下す） 暖（暖をとる） 当（当を失する・当を得る） 覇（覇 
を競う・覇を唱える） 歩（ホ：歩を進める・歩を運ぶ） 蒙（蒙を啓く） 涼（涼を 















  悦（悦に入る） 挙（挙にでる） 讒（讒にあう） 斜（斜に構える） 緒（ショ・ 
  チョ：緒に就く） 寝（寝に就く） 鈍（鈍になる） 縛（縛に就く） 顰（顰にな 





について，『岩国』の 1632 ページにある「語類解説」では，次のように説明する。 
 


















  寡（寡は衆に敵せず・寡をもって衆にあたる） 華（華を去り実に就く） 簡（簡に
して要を得る） 軌（軌を一にする） 重（責任は重かつ大だ） 微（微に入り細を






























  強（三強の顔合わせ『三国』） 寓（村井寓『三国』） 寂（明治十六年寂『三国』）  
祝（祝ご卒業『新選』） 述（山村博士述『新選』） 抄（『草枕』抄『三国』） 呈 
（呈川上様『新選』） 同（林一郎，同二郎『三国』） 白（白一色『三国』） 盲 



















































  ◯面のうちで一番種類の多いのは女の面と尉の面である（『能楽画報』7-6） 
  ◯尉類中の典型とも称すべきものにして，顔面に品位あり。多種ある尉は，多く此面 
   に原型をとりて変化せしめたるものとの説あり。（斎藤香村（1934）『能面大鑑 上』 
   能楽書院） 
  ○三光尉の名の由来は，三光坊という面打ちが創作した尉という意味のようである。 
   素朴で明るい笑みを湛えているが，神秘的な要素も垣間見える。他の尉に比べると 
皺の彫り方は写実的で特徴がある。（西野春雄監修（2012）『能面の世界』平凡社） 
  ◯たとえば「唐船」のように，生きている人間を主人公にした現在物という能に登場 















































































































































挨→挨拶 憾→遺憾 嗅→嗅覚 惧→危惧 憬→憧憬 拶→挨拶 祉→福祉 煮→煮 
沸 盾→矛盾 憧→憧憬 濯→洗濯 綻→破綻 酎→焼酎 捗→進捗 努→努力 賠 





































































 見出し語 岩波 新選 三国 大辞林 新明解 新辞典 ベネッセ 日国 BCCWJ 朝日
曖曖 - - - - - - - ○ 0 0
椅几 - - - - - - - - 0 0
楷式 - - - - - - - - 0 0
楷法 - - - - - - - ○ 0 0
劾奏 - - - ○ - - - ○ 0 0
多穫 - - - - - - - ○ 0 1
秋穫 - - - ○ - - - ○ 1 4
測距儀 - - - ○ ○ - - ○ 15 14
党錮 - - - ○ - - - ○ 1 0
拷掠 - - - - - - - ○ 0 0
木酢 ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ 7 94
酬酢 - - - ○ - - - ○ 0 0
摯実 - - - ○ ○ - - ○ 0 0
巡狩 - - - ○ - - - ○ 0 0
西狩 - - - - - - - ○ 0 0
五牲 - - - ○ - - - ○ 0 0
三牲 - - - ○ - - - ○ 0 0
欽羨 - - - ○ - - - ○ 0 0
羨財 - - - - - - - - 0 0
羨溢 - - - - - - - - 0 0
羨道 ○ ○ - ○ ○ - - ○ 1 4
羨慕 - - - ○ - - - ○ 0 0
眺覧 - - - - - - - ○ 0 0
眺目 - - - - - - - ○ 0 0
遠眺 - - - - - - - ○ 0 0
臨眺 - - - - - - - ○ 0 0
迭立 - - - ○ - - - ○ 5 0
晴曇 - - - ○ ○ - - ○ 3 0
赴援 - - - ○ - - - ○ 1 0
陛見 - - - - - - - - 0 0
妨止 - - - - - - - - 0 0
妨遏 - - - - - - - - 0 0
矛戟 - - - ○ - - - ○ 0 0
生茂 - - - - - - ○ 0 0
茂績 - - - - - - - - 0 0
茂行 - - - - - - - - 0 0
茂生 - - - ○ - - - ○ 2 0






  明鏡 岩波 新選 三国 大辞林 新明解 新辞典 ベネッセ 日国 言泉 学研国 
語大辞典 講談社カラー版日本語大辞典 新潮現代国語辞典 講談社国語辞典 旺文 



















補足  ①〈N〉＋〈A〉胃-弱 民-主 ②〈V〉＋〈A〉就職-難 当選-確実 
      ③〈N〉＋〈V〉地-震 肉-食 ④〈V〉＋〈N〉読-書 投-球 
修飾1  ①〈A〉＋〈V〉静-観 新-任 ②〈V〉＋〈V〉競-泳 焼-死 
       ③〈N〉＋〈V〉皆-勤 全-壊 
修飾2  ①〈A〉＋〈N〉幼-児 硬-球 ②〈V〉＋〈N〉造-花 祝-日 
      ③〈N〉＋〈N〉牛-乳 国-旗 
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並列  ①〈N〉＝〈N〉道-路 波-浪 ②〈A〉＝〈A〉温-暖 巨-大 
      ③〈V〉＝〈V〉断-絶 破-壊 
対立  ①〈N〉⇔〈N〉昼-夜 利-害 ②〈A〉⇔〈A〉長-短 貧-富 










































① 漢語が文章語的で和語が日常語的：残火─残り火 残滓─残り滓 
② 漢語が一般的で和語があまり用いられない：残金─残り金 残高─残り高 
③ 和語が一般的で漢語があまり用いられない：残物─残り物 













残金 残り金 残高 残り高 残物 残り物
BCCWJ 39 0 598 0 0 37







































・「開─」「閉─」でペア：開院・閉院 開園・閉園 開会・閉会 開館・閉館 開 
業・閉業（廃業） 開局・閉局 開校・閉校 開講・閉講 開山・閉山 開式・閉 
式 開所・閉所 開場・閉場 開栓・閉栓 開村・閉村 開庁・閉庁 開廷・閉廷  
開店・閉店 開幕・閉幕 開門・閉門 
・「開」と，「閉」以外の語基でペア：開映・終映 開宴・終宴 開演・終演 開 
国・鎖国 開戦・終戦 
・「開─」のみ：開運 開花 開学 開眼 開基 開脚 開胸 開行 開港 開室  
 開塾 開署 開城 開帳 開田 開都 開頭 開道 開票 開封 開腹 
・「閉─」のみ：閉経 






























































































































































見出し語 言いかえ語 語数 例
一字漢語 2 断じて→決して　輛→台

























五字漢語 句 1 不具廃疾者→からだの不自由な人
二字漢語 6 著しく→非常（に）　憂える→心配（する）
和語 和語 16 赴く→行く　鑑みる→考えあわせる
句 11 皮切り→始めとして　如何→かどうか
混種語 混種語 1 官辺筋→政府すじ












鋭意→一生懸命 海運→海上輸送 学徒→学生生徒 過半→半分以上 共催→共同主 
催 眷属→一族一門 合弁→共同経営 昏睡→人事不省 需給→需要供給 出超→輸 
出超過 政情→政治情勢 全線→戦線全体 全文→文章全体 入超→輸入超過 捻出 





























































































































































  ○帰宅時間にあわせて部屋を冷暖房したり，長期不在時に部屋を換気するなどの利用 
方法を想定している。（日経新聞。2000.6.15） 










   a. 大学に入学する 
   b. 電車／バスが発車する 
   c. 神戸港に寄港する 
   d. 富士山に登山する 












































  富士山に登頂する。 











  a. 項が任意的で包摂関係をつくるVN―入院，預金 
  b. 項が義務的で包摂関係をつくるVN―入学，観戦 
c. 項が義務的で所属関係をつくるVN―登頂，開封 






































  ○奥行きも一六センチとコンパクトにし，押し入れやげた箱，ベッドの下などさまざ 
まな場所を除湿できるように工夫した。（日経新聞。2001.3.7） 











  ○専務は同業者三人と商談を兼ねて午後六時十分ごろに来店し，テーブルに着席して 
から約五分後になくなっているのに気づいたという。（朝日新聞。2000.10.4） 








   a. 机に座って手紙を書く。 
























































  ○これはNHK名古屋放送局の地域情報番組「おしゃべりらんち」のコーナー，「メッ 
   セージ60」に出演した人の声だ。同放送局内の見学者コースにもうけられた模擬ス 








  A：沸かす，焼く，炊く，建てる，（小説を）書く，（絵を）描く，製造する，製作 
   する 




  A：（長い曲を）作曲する，（名古屋城を）築城する，作詞する，作図する，作文す 
   る 
  B：（子音を）発音する，（裏声を）発声する 
 












































  ○関係者によると，最も重い処分は，心臓手術を執刀した第一外科教授と，患者確認 
の責任が大きい麻酔科教授の停職二ヶ月。（朝日新聞。1999.6.1） 
  ○「医師はみな“良医”を演じることが仕事だと思い込まされてきた」と著者は話 
す。年間二百例の心臓バイパス手術を執刀する心臓外科医。 
（日経新聞夕刊。2003.7.19） 
  ○日本大使館に武装したグループが十数発の銃弾を発砲（朝日新聞。2003.12.1） 





















































































































































































られる 2項動詞の「給油（する）」と 3項動詞の「送金（する）」のグループでは，3項 
動詞に所属する語が 2項動詞の半数以下になっている。 
 ・3項動詞以上になると，ヲ格やニ格で VN内の名詞要素が外部表示されるのが一般的で， 
「折半」のように名詞要素が統語的な項と別種である場合は例外的である。 















　　VNする 1 5 停電（停電する）　閉廷（閉廷する）
1項動詞 544
　NがVNする
　　ガ格とN要素が同種 1 61 開館（図書館が―する）　停船（不審船が―する）
　　ガ格が物を，N要素が動作を表す場合がある 1 4 完工（図書館が―する）　閉業（店が―する）
　　ガ格がN要素の所有主体を表す場合がある 1 28 増量（つぶあんが―する）　開幕（芝居が―する）
　　ガ格がN要素の存在場所を表す場合がある 1 11 増水（川が―する）　停電（1万世帯が―する）
　　VNが「NヲVスル」の関係にある 2 272 読書（妹が―する）　飲酒（未成年が―する）
　　VNが「N二Vスル」の関係にある 2 113 出塁（選手が―する）　着席（男が―する）
　　VNが「NカラVスル」の関係にある 2 47 離日（大統領が―する）　降壇（講師が―する）
　　VNが「NトVスル」の関係にある 2 3 闘病（彼女が―する）　散華（彼が―する）
　NにVNする 2 3 着金（指定口座に―する）　落雷（電柱に―する）
　NからVNする 2 2 出火（台所から―する）　発火（段ボールから―する）
2項動詞 700
　NがNをVNする
　　ヲ格とN要素が同種 2 229 捕球（岡田がゴロを―する）
　　ヲ格が物を，N要素が動作を表す場合がある 2 8 施工（工務店が橋を―する）
　　ヲ格がN要素の所有主体を表す場合がある 2 36 免職（社長が幹部を―する）
　　ヲ格がN要素の存在場所を表す場合がある 2 10 除雪（叔父が玄関の前を―する）
　　N要素が格成分の意味とは重ならない 2 13 割愛（僕が本論の一部を―する）
　　VNが「N二Vスル」の関係 3 23 収監（政府が犯罪者を―する）
　　VNが「NカラVスル」の関係 3 2 放校（学校側がいじめっ子を―する）
　NがNにVNする
　　ガ格とN要素が同種 2 3 着雪（塩分を含んだ雪が電線に―する）
　　ガ格がN要素の所有主体を表す場合がある 2 6 変貌（小倉が護憲主義に―する）
　　ニ格とN要素が同種 2 112 乗船（吉野がフェリーに―する）
　　ニ格がN要素の所有主体を表す場合がある 2 2 登頂（宮下が富士山に―する）
　　ヲ格が物を，N要素が動作を表す場合がある 2 1 着工（工務店がマンションに―する）
　　VNが「NヲVスル」の関係 3 187 給油（自衛隊がギリシャ艦船に―する）
　NがNからVNする
　　カラ格（ヲ格）とN要素が同種 2 27 離党（山田が自由党から―する）
　　VNが「NヲVスル」の関係 3 8 採血（看護師が患者から―する）
　　VNが「NニVスル」の関係 3 5 帰京（皇太子が御用邸から―する）
　NがNとVNする
　　ト格とN要素が同種 2 1 闘病（彼女がガンと―する）
　　VNが「NヲVスル」の関係 3 25 入籍（兄が彼女と―する）
　NがNでVNする
　　VNが「NヲVスル」の関係 3 2 被災（伯母が大地震で―する）
3項動詞 120
　NがNからNにVNする
　　ガ格がN要素の所有主体を表す場合がある 3 1 昇格（山本が係長から課長に―する）
　　ニ格とN要素が同種 3 3 入団（林が広島から巨人に―する）
　　VNが「NヲVスル」の関係 4 11 避難（住民が町から隣県に―する）
　NがNにNをVNする
　　ヲ格とN要素が同種 3 75 送金（投資家が海外に利益を―する）
　　N要素が格成分の意味とは重ならない 3 1 指南（師匠が弟子に剣術を―する）
　　ニ格とN要素が同種 3 5 入庫（社員が冷蔵庫に肉を―する）
　NがNをNにVNする
　　ヲ格とN要素が同種 3 14 改装（大家が部屋を古民家風に―する）
　　ニ格とN要素が同種 3 6 換金（彼が株を円に―する）
　NがNからNをVNする
　　ヲ格がN要素の所有主体 3 1 除名（副会長が会から彼を―する）
　NがNとNをVNする（NがNをNとVNする）
　　ヲ格がN要素の所有主体を表す場合がある 3 1 命名（母親が彼を次郎と―する）
　　N要素が格成分の意味とは重ならない 3 1 折衝（社員が経営側と賃金問題を―する）
　　VNが「NニVスル」の関係 4 1 折半（彼が弟と利益を―する）
4項動詞 4





 VN の特徴として従来よく指摘されてきたのは，VN 内部の名詞要素（以下「N 要素」と略
記する）を具体的にするために，統語的な項として新たに名詞をとるということだが，それ
がよく当てはまるのは，統語的に 1項動詞で意味的に 2項動詞の VNと，統語的に 2項動詞


















































 残る 445例では，ガ格と N要素とが別の種類をあらわす。「読書」「落馬」「就役」などの
場合，1項動詞として用いるのが慣用的で，「単行本を読書する」「乗っていた馬から落馬す
る」「軍艦が任務に就役する」のように，あえて名詞を明示しようとすると余剰性が感じら











































れる24。これらは，ヲ格と N 要素との関係が比較的明瞭なケースだが，N 要素とヲ格の意味
に，やや開きがある場合が 13例ある。つまり「割愛」「稽古」「上梓」「折檻」などは，N要
素と動詞要素（以下「V要素」と略記する）との関係について，「～の意から」のような語源
的説明が施されることがあり，N 要素と VN の要求するヲ格名詞とは意味的に離れる。たと
えば，「空手の型を稽古する」の場合，「空手の型」と「稽古」の「昔のこと（を考える）」
の意とでは，意味的な開きが大きい。 
 以上の例は，VN内部の N要素と V要素との関係，それから VNと統語的な項との関係がい





になる場合と，N 要素と項とが V 要素とは別の格関係にあるものが大半をしめる。前者は
「寄港」が「港に寄る」と解釈できるように，N 要素と V 要素の関係がニ格で，「函館港に
寄港する」のように，「寄港」と項との関係もニ格となり共通する。次に，別の格関係につ















2.2.5 3項動詞と 4項動詞 


































 まず「服薬」のように，N 要素と同種の名詞が追加されるタイプの VN には，次のような
ものがあげられる。 
 
  ヲ格に表示（112例）：課税 返品 投資 派兵 黙秘 休場 
  ニ格に表示（38例）：在校 出廷 着座 入室 来場 登場 出勤 着任 
  カラ（ヲ）格に表示（17例）：下車 退場 退部 離岸 離陸 

























































 次に，2項動詞としても 3項動詞としても使用可能な VNを観察する。 
 






用いられる。これらに対して，3 項動詞になった場合に，ニ格ではなくカラ格をとる VN と
しては「出金」があるが，用法面で注意がいる。つまり，国語辞典に記載される「お金を払
う」という意味の場合，「経費として 10万円を出金する」のように用いられるが，実例を見

































































 「離陸」のようにヲ格とカラ格で表示しうるものとしては，次のような VNがある。 
 
  離岸 離職 離任 離党 離陸 退院 退会 退席 脱会 出国 出所 降板  
 

















  加勢（167／8） 欠場（19／1,286） 助勢（3／2） 施錠（131／336） 着工（407／ 
360） 落第（35／5） 罹患（125／3） 留意（411／26） 合格（8,702／80） 放火
（3,142／144） 欠席（460／1,805） 用心（51／21） 協力（22,614／71） 着手（12,222




















                                                   















  ・「温泉に入浴する」の類：28例 
  ・「温泉で入浴する」の類：34例 

































  ・「コンペに入賞する」の類：59例 
  ・「コンペで入賞する」の類：116例 
  ・「コンペで 2位に入賞する」の類：144例 
 
のようになる。「○位で入賞する」の形が 3例見られるが，「○位に入賞する」のほうが圧倒

































































































  ○初登場で約20％の票を得た。 





















































ア 得票を得る  同一漢字で，音読みと訓読みの関係にあるタイプ 
  イ 遺言を残す  漢字は異なるが，訓を同じくするタイプ 
  ウ 複製を作る  名詞内の動作性要素の訓が一般に使用されないタイプ 


























  B型 「動作性複合名詞＋を＋動詞」の型 
  C型 「動作性複合名詞＋に＋動詞」の型 







  B型 記録を記す，献金を提供する・出す，建築を建てる・造る，作文を書く，錯覚 
   を覚える，受注を受ける，食事を食べる，設備を設ける，定義を定める・決める， 
   得点を得る・獲得する，得票を得る，複製を作る，布陣を敷く，返事を返す，編成 
   を組む，遺言を残す，予感を感じる，預金を預かる・預ける 
  C型 遠征に行く・出る，区分に分ける，成人に成る，専用に使う，旅行に行く 
































  V・V 改造，記録，決済，建築，清算，設備，調整，複製，編成 
  V＞N 食事，返事 
  V＞V 錯覚，渡来，飛来，連動 
  M＞V 共存，専用，内定，予感 





















  ○日本軍が英領マラヤ住民の内で華僑だけに当時の金で総額五千万ドルの献金を出さ 
せたことなどを指摘している。（朝日新聞。1999.12.7） 
  ○ヤフーとマイクロソフトは日本での迷惑メールの定義を決め，発信者を規制する共 
通ルールを定める。（日経新聞。2003.11.8） 
  ○望むとおりに財産を分けるために，遺言を残す人が増えています。 
（日経新聞。2003.9.28） 
  ○自ら宣誓文を読み，署名を書き込んだ。（朝日新聞。2002.2.26） 








  ◯党農林族も首相の挑発に乗る形で実力者による布陣を敷き，反撃態勢を固めてい 
る。（日経新聞。2003.11.29） 
 




















































  ○新たに大型の木造建築を建てるとなると建築基準法を一つ一つクリアしなければな 
らない。（朝日新聞夕刊。2003.11.29） 
  ○名護に近い宜野座（ぎのざ）村では，海神を表したローマの「真実の口」の複製を 
作り，イタリアのアマート首相と浦崎康克（やすかつ）村長が除幕した。 
（朝日新聞。2000.8.17） 






































































  ○支払いはクレジットカードで決済した。（朝日新聞。2001.3.20） 
 


























  ○北朝鮮は，日本が長く植民地支配をし，その清算が済んでいない唯一の隣国であ 
る。（朝日新聞。1999.11.25） 
  ○「調整が整った場合には着工する」と着工，完成時期を明示しなかった。 
（日経新聞夕刊。2004.12.16） 








































  ○ドイツ製のソーセージを練る装置を転用して使っていた。 
（朝日新聞夕刊。2002.4.20） 
  ○それは自然と共存して生きるということ。（朝日新聞夕刊。2002.1.10） 





















  ○廃屋になっていたかやぶき屋根の民家を改造して，研修施設を造った。 
（朝日新聞。2000.4.9） 
  ○押し入れを改造して作った書斎，……（日経新聞。2003.4.5） 
 






















  ○飛来してくる弾道ミサイルを上層で迎撃するNTWは，……（朝日新聞。1999.1.22） 
  ○2名の男性を後ろ手に押さえ，連行していった。（朝日新聞。2002.5.14） 





  ○市長選の候補者に同行してきたことを思い起こした。（朝日新聞。2002.4.9） 



























































































































































































 ア 「名詞＋漢語サ変動詞語幹」の形が一般的ではないもの：馬から落馬する 
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 イ 漢語サ変動詞語幹を和語などに言いかえることが可能：花が開花する 
























  ◯これまでに新藤監督が 3回，黒沢明監督が「デルス・ウザーラ」で，最優秀作品賞を 
受けている。（日本経済新聞。2014.6.29） 





























◯世田谷区の梅の名所，羽根木公園（代田 4）で昨年より 2週間ほど早く紅梅の梅の花 
が開いた。（毎日新聞。2013.12.28） 
















  ◯監視中の新関西空港会社の消防車が放水して冷却し，煙はまもなく収まった。 
（毎日新聞。2013.9.13） 









































  ○犯ということばのダブリである。「罪を犯す」だけでよい。罪を犯すことを犯罪とい 
う。ところが，犯罪ということばは罪自体も表す。ここのところをよく踏まえておか 
ないと，犯罪を犯すという重言を平気で使うことになる。（榊原（1987,p.271）） 


















  遺産を残す：重複を感じる（44）・感じない（67） 
  歌を歌う：重複を感じる（34）・感じない（77） 
  建物を建てる：重複を感じる（26）・感じない（85） 
  彫像を彫る：重複を感じる（29）・感じない（82） 
  伝言を伝える：重複を感じる（29）・感じない（82） 
  犯罪を犯す：重複を感じる（29）・感じない（82） 


















































言を伝える」が実際に用いられるケースとしては，A の伝言内容を B が C に対して述べる，
という状況が考えられる。 
 













  ○キャメロン首相がこの日，「お会いできればうれしい」とする女王の伝言を伝えると， 
陛下は感謝の意を示すとともに，1953年の訪英に触れ「なつかしく思い起こします」 
と述べられたという。（産経新聞） 
  ◯宮内庁によると，英首相はエリザベス英女王の伝言として「天皇陛下の早期のご快復 
を祈っています。在位 60年の記念式典に陛下を招いており，お会いできればうれし 
い」との内容を伝えた。（朝日新聞） 
  ◯宮内庁によると，英国で 5月中旬に行われるエリザベス女王の即位 60年祝賀行事に 
ついて，首相が，陛下とお会いできればうれしいとの女王のメッセージを伝えたとこ 
ろ，陛下は「ご招待に感謝します」と応じられたという。（読売新聞） 
  ◯公務復帰した天皇陛下は 10日，来日したキャメロン英首相と皇居・宮殿で会見され 









































などのほかに，たとえば『平成 25 年度版 警察白書』では，次のような表現がとられてい
る。 
 
  ◯日本国内で犯罪を行い，国外に逃亡している者及びそのおそれのある者（以下「国 
外逃亡被疑者等」という。）の数は依然として多い。 















  ◯これらの負担を負う若者の約 40％は失業者か非正社員になっています。 
（朝日新聞。2013.3.30） 


























































































































































































































































































































































































































ア（34例）：5活動（活動写真） 1御意（御意のとおり） 2近視（近視眼） 6血沈（赤血球沈降速度） 1
公安（公安委員会・公安調査庁・〔1公安警察〕） 5七宝（七宝焼き） 1私服（私服刑事） 6写植（写真植
字） 5準急（準急行列車） 5人絹（人造絹糸） 6操短（操業短縮） 3太鼓（2太鼓結び・〔3太鼓持ち・1う
ちわ太鼓〕） 5大黒（大黒天） 4泰斗（泰山北斗） 5大福（大福餅） 1茶巾（1茶巾ずし・〔1茶巾絞り〕） 
2茶番（茶番狂言） 2跳躍（跳躍競技） 3抵抗（2電気抵抗・〔1抵抗器〕） 3田楽（3田楽豆腐・3田楽焼き） 
1特技（特殊技術） 2屠蘇（屠蘇散） 4南蛮（4南蛮煮・〔1南蛮辛子〕） 5入超（輸入超過） 2罷業（同盟
罷業） 3弁天（弁財天） 5奉書（奉書紙） 1本位（本位貨幣） 5無機（5無機物・〔4無機化学・2無機化
合物・1無機質〕） 6無電（6無線電信・4無線電話） 2盲腸（盲腸炎） 1陽暦（太陽暦） 6流感（流行性
感冒） 3六法（六法全書） 
イ（16例）：1案分（案分比例） 3海綿（海綿動物） 1逆光（逆光線） 2牽牛（牽牛星） 1祭日（祝祭日） 
2七味（七味唐辛子） 2織女（織女星） 6赤沈（赤血球沈降速度） 5代数（代数学） 2投擲（投擲競技） 
1版権（出版権） 5付属（3付属学校・〔1付属の学校・1付属小・中・高等学校・1付属幼稚園〕） 3仏文（2
フランス文学（科）・〔1仏文学・1仏文学科〕） 3仏滅（仏滅日） 1融点（融解点） 1洋紙（西洋紙） 
ウ（26例）：3遠視（遠視眼） 1温泉（温泉場） 2外電（外国電報） 1歌仙（歌仙連歌） 2活版（活版印
刷） 1記事（記事文） 1喜捨（歓喜施捨） 1兄弟（兄弟分） 3見台（書見台） 1紅梅（紅梅色） 1黒点
（太陽黒点） 1障子（明り障子） 1城代（城代家老） 1脊椎（脊椎骨） 1先勝（先勝日） 1先負（先負日） 
3大安（大安吉日） 4大吉（大吉日） 1断章（断章取義） 2中立（局外中立） 2鈍行（鈍行列車） 1複線
（複線軌道） 2北画（北宗画） 1門弟（門弟子） 1夜学（夜学校） 4陽転（陽性転移） 
エ（150例）：1一気*（一気飲み） 2一向（一向宗） 1一種（1第一種郵便物・1第一種運転免許） 1一斉
（一斉取り締まり） 4陰金（陰金田虫） 1印税（印紙税） 1羽化（羽化登仙） 1絵本（絵本番付） 5往復
*（往復切符） 1往来（往来物） 1音響（音響効果） 2開襟（開襟シャツ） 1開港（開港場） 1懐中（懐
中物） 2餓鬼（餓鬼道） 1火災（火災保険会社） 1割烹*（割烹店） 1感冒（流行性感冒） 1期末（学期
末） 3叫喚（叫喚地獄） 1教養*（教養課程） 1虚実（虚虚実実） 3巾着（腰巾着） 2紅蓮（紅蓮地獄） 
2軍記（1軍記物・2軍記物語） 3罫線（罫線表） 1軽便（軽便鉄道） 1下足（下足番） 3月賦*（月賦販
売） 1現業（現業庁） 3献上（献上博多） 2現物（現物取引） 1高音（高音部） 1効果（舞台効果） 2広
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角（広角レンズ） 2交換（2交換手・1交換台） 1口述（口述試験） 1校正（校正刷り） 1拘束（拘束時
間） 2黄道（黄道吉日） 4御託*（御託宣） 1琥珀（琥珀織） 4五目（4五目ずし・3五目飯・4五目並べ） 
2五輪（五輪塔） 5金剛（5金剛石・2金剛砂・2金剛身・1金剛杵・1金剛神） 4自在（自在鉤） 2自作（自
作農） 3磁石（磁石盤） 2自動（自動詞） 1赤銅（赤銅色） 2写真（活動写真） 1赤口（赤口日） 1朱
印（朱印状） 1遵法（遵法闘争） 3蒸気（2蒸気船・1川蒸気船・1蒸気機関） 5焦熱（焦熱地獄） 3小品
（小品文） 2正味（正味値段） 1所轄（所轄警察署） 4所作（所作事） 1心霊（心霊現象） 1水準（水準
器） 1水上（水上競技） 2水洗*（水洗便所） 1水疱（水疱疹） 1水路（送水路） 1正視（正視眼） 2静
物（静物画） 1石版（石版印刷） 1全権（全権委員） 1線香（線香代） 1前栽（前栽物） 2善哉（善哉
餅） 2専制（2専制政治・2専制政体） 4速記（速記術） 1大学（大学寮） 2大根*（大根役者） 3大樹（大
樹将軍） 3代書（代書人） 1体制（権力体制） 1太平（太平楽） 4内裏（内裏雛） 3他動（他動詞） 2他
力（他力本願） 2単記（単記投票） 1炭酸*（炭酸水） 2単利（単利法） 2茶筅（1茶筅髪・1茶筅切り） 
1中日（中日辞典） 1長官（地方長官） 1追求（追加請求） 3鉄火（2鉄火場・2鉄火打ち） 1鉄砲（鉄砲
巻き） 1電機（電気機関車） 1天然*（天然ぼけ） 4天秤（天秤棒） 4伝馬（伝馬船） 3電離（電気解離） 
1動画（動画映画） 1等外（等外官） 1道化（道化方） 1透視（X線透視） 1都下（東京都下） 1度数（頻
度数） 3緞帳（2緞帳芝居・1緞帳役者） 3南画（南宗画） 2納戸（納戸色） 1日中（日中辞典） 1任意
（任意出頭） 1人参（朝鮮人参） 3年季（年季奉公） 2俳諧（1俳諧歌・1俳諧連歌・1俳諧の連歌） 2陪席
（陪席裁判官） 1博士（文章博士） 3八分（村八分） 3彼岸（彼岸会） 4富強（富国強兵） 1貧血（脳貧
血） 1副食（副食物） 1譜代*（譜代大名） 2扶持（扶持米） 3変格（変格活用） 2変態*（変態性欲） 1
放下（放下僧） 4法貨（法定貨幣） 1封建（封建制） 1坊主（茶坊主） 4紡績（1紡績会社・3紡績糸） 1
疱瘡（植え疱瘡） 1宝塔（多宝塔） 1防風（浜防風） 4本草（本草学） 1万歳（千秋万歳） 1未決（1未
決監・1未決囚） 1冥加（冥加金） 4明朝*（明朝体） 2明朝活字・3明朝体） 2無産（無産階級） 2無双
（無双窓） 1名城（名古屋城） 1面相（面相筆） 4門徒（門徒宗） 1門閥（門閥家） 1約款（普通契約約
款） 2力士（金剛力士） 1立体（立体図形） 2両刀（両刀遣い） 1臨海（臨海学校） 1林間（林間学校） 
1連記（連記投票） 2論理（論理学） 
オ（119例）：2愛染（愛染明王） 1異体（異体字） 1一尉（一等・陸（海・空）尉） 1一見*（一見客） 
2一浪*（一年浪人） 1一士（一等・陸（海・空）士） 1一曹（一等・陸（海・空）曹） 1一天（一天下） 
1院殿（院殿号） 1淫売（淫売婦） 3英和*（英和辞典） 1液肥（液体肥料） 1温感（温度感覚） 1回国
（回国巡礼） 1会堂（教会堂） 2学参*（学習参考書） 1学卒（学校卒業者） 2花柳（花街柳巷） 2気胸（2
気胸療法・1人工気胸術） 2擬餌（擬餌針） 4貴紳（貴顕紳士） 1急電（至急電報） 1旧派（旧派劇） 4
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跼蹐（跼天蹐地） 1漁灯（魚灯油） 1金紗（1金紗御召・1金紗縮緬） 2今上（今上天皇） 1空冷*（空気
冷却） 2軍票（軍用手票） 1猊下（猊座下） 4月旦（月旦評） 2下馬（下馬先） 3券面（券面額） 1合歓
（合歓木） 1高工（高等工業学校） 1高商（高等商業学校） 3荒神（三宝荒神） 4後備（後備役） 2極熱
（極熱地獄） 1国府（国民政府） 1恨事（痛恨事） 1西海（西海道） 2祭文（1歌祭文・2祭文語り） 5索
道（架空索道） 1三界（三千大千世界） 1三業（三業地） 1三択*（三者択一） 1参着（参着払い） 1三
百（三百代言） 1輜重（輜重兵） 2卓袱（卓袱料理） 1四半（四半敷き） 1持仏（1念持仏・1持仏堂） 1
社線（会社線） 1袖珍（袖珍本） 2手拓（手沢本） 1正覚（無上等正覚） 1省線（省線電車） 1浄土（浄
土宗） 1正法（正法時） 2諸子（諸子百家） 1腎炎（腎臓炎） 1信士（清心信士） 2正格（正格活用） 1
西哲（西洋哲学） 1席亭（席の亭主） 2接遇（応接処遇） 1善男（善男子） 1善女（善女人） 1禅門（禅
定門） 2側転*（側方転回） 1宅送（宅配運送） 1宅浪（自宅浪人） 1単一*（単一型乾電池） 2単三*（単
三型乾電池） 1単組（単位組合） 2単二*（単二型乾電池） 2地文（地文学） 2中執（中央執行委員（会）） 
3長欠*（3長期欠席・3長期欠勤） 1蝶蝶（蝶蝶髷） 1電探（電波探知機） 5電蓄（電気蓄音機） 1電停
（電車停留所） 1天魔（天子魔） 3天目（2天目茶碗・1天目台） 3桐油（1桐油合羽・3桐油紙） 1特出（特
別出演） 1特進（特別進学） 1特薦（特別推薦） 3特電（特別電報） 2特配（特別配当） 2特講*（2特
別講義・2特殊講義・1特別講習） 2内債（内国債） 1納所（納所坊主） 1南海（南海道） 2肉芽（肉芽
組織） 1発泡（発泡薬） 2半跏（半跏趺坐） 2繁縟（繁文縟礼） 3風琴（手風琴） 6物療（物理療法） 
1幣制（貨幣制度） 3兵籍（兵籍簿） 1法文（法学部・文学部） 3紡毛（紡毛糸） 1母艦（1航空母艦・1
潜水母艦） 5本膳（本膳料理） 1抹香（抹香鯨） 1万能（万能鍬） 2民鉄（民営鉄道） 5盟休（同盟休
























表 2 「元の語は使われるが，略語はあまり使用されないグループ」の略語・元の語（159 
例） 
ア（22例）：3外来（外来患者） 3各停（各駅停車） 5旧約（旧約聖書） 2決選（決選投票） 3県会（県
議会） 5格子（5格子じま・格子柄・〔4格子戸〕） 6国文（6国文学・6国文学科） 5獅子（5獅子舞・〔2獅
子頭〕） 4水彩（水彩画） 3中継（2中継放送・〔1生中継〕） 4駐在（4駐在所・〔1駐在巡査〕） 6超勤（超
過勤務） 6追試（追試験） 3当座（当座預金） 2百科（百科事典） 5不動（不動明王） 5無線（無線通
信・〔5無線電話・5無線電信〕） 2毛管（毛細管・〔2毛細血管・1毛細管〕） 1有機（1有機物・〔2有機化学・
2有機化合物・1有機栽培〕） 1有給（有給休暇） 2有線（有線放送） 3郵便（3郵便物・〔1郵便局〕） 
イ（12例）：1悪天（悪天候） 3英文（イギリス文学・〔3英文学・2英文学科〕） 4解析（解析学） 2海道
（東海道） 4幾何（幾何学） 1極点（1南極点・1北極点） 2樹脂（合成樹脂） 3上水（上水道） 1全速（全
速力） 5町会（町議会） 1法王（ローマ法王） 4倫理（倫理学） 
ウ（2例）：2外交（外交員） 1鑑識（鑑識課（班）） 
エ（93例）：1王朝（王朝時代） 1戒告（戒告処分） 1海水（海水浴） 6海兵（6海軍兵学校・2海兵隊） 
1外務（外務省） 1下士（下士官） 4貨物（貨物列車） 1監督（現場監督） 2漢和（漢和辞典） 1議会（帝
国議会） 2寄宿（2寄宿舎） 1揮発（揮発油） 1業者（請負業者） 1教職（教職課程） 3句読（句読点） 









1警視（警視庁） 2原子（原子爆弾） 1航空（航空会社） 1購買（購買部） 1国税（国税庁） 4西国（西
国三十三所） 1詐欺（詐欺罪） 2茶店（喫茶店） 2山水（山水画） 1三枚（1三枚おろし・1三枚肉） 1死
傷（死傷者） 1執行（強制執行） 1事典（百科事典） 1士道（武士道） 5師範（師範学校） 2社会（1社
会科・1社会学・1社会主義（党）） 1十字（十字架） 1主治（主治医） 1商議（商工会議所） 1常任（常任
指揮者） 2神器（三種の神器） 2真言（真言宗） 2尋常（尋常小学校） 1人身（人身事故） 1人物（人
物画） 5新約（新約聖書） 1信用（信用取引） 2心理（心理学） 5人力（人力車） 1水平（水平線） 1整
形（美容整形） 1生物（生物学） 1生命（生命保険会社） 1生理（生理学） 1世話（世話物） 1先駆（先
駆者） 1選択（選択科目） 1全日（全日制） 1造形（造形芸術） 3装置（舞台装置） 1対抗（対抗馬） 1
大麻（大麻草） 1団塊（団塊の世代） 2地平（地平線） 1通力（神通力） 5帝国（大日本帝国） 1定時
（定時制） 1定番（定番商品） 2糖尿（糖尿病） 1謄本（戸籍謄本） 4都会（都議会） 1内申（内申書） 
1二階（二階建て） 1日語（日本語） 1農繁（農繁期） 2派遣（派遣社員） 1非鉄（非鉄金属） 1病原（病
原体） 1風景（風景画） 3腹膜（腹膜炎） 2普選（普通選挙） 1物交（物物交換） 1不明（行方不明） 1
望遠（望遠レンズ） 1法務（法務省） 1明王（不動明王） 2民主（民主主義） 3無期（2無期懲役・1無
期刑・1無期禁固） 2木綿（1木綿豆腐・1木綿糸・1木綿綿・1木綿織） 1猶予（執行猶予） 1用水（用水
路） 1用務（用務員） 2予備（予備役） 1立方（立方体） 1臨床（臨床医学） 1令状（召集令状） 1連帯
（連帯保証） 1労働（1労働者・1労働組合） 
オ（30例）：1医科（医科大学） 1課徴（課徴金） 1教練（軍事教練） 1高女（高等女学校） 1高配（高
配当） 1稿料（原稿料） 1国大（国立大学） 1五十（五十歳） 1国警（国家警察） 1参事（参事官） 1歯
大（歯科大学） 4失対（失業対策） 1修論（修士論文） 1常会（通常国会） 1職組（職員組合） 1心経
（般若心経） 2心肺（人工心肺） 1石化（石油化学） 1全摘（全摘出） 3村会（村議会） 2大社（出雲大
社） 1中文（中国文学（科）） 4独文（ドイツ文学） 1農試（農業試験場） 3八幡（3八幡宮・1八幡神・
























表 3 「略語は使われるが，元の語はあまり使用されないグループ」の略語・元の語（147 
例） 
① 96例 
人：1一佐（一等陸佐・一等海佐・一等空佐） 1区議（区議会議員） 3公使（特命全権公使） 1厚相（厚
生大臣） 1広報（広報係） 1住職（住持職） 3将軍（征夷大将軍） 2蔵相（大蔵大臣） 2村議（村議会
議員） 5大使（特命全権大使） 1担任（担任教員） 2町議（町議会議員） 1道議（道議会議員） 3都議
（1東京都議会議員・2都議会議員） 2内相（内務大臣） 1農相（農林水産大臣） 1府議（府議会議員） 
1補欠（補欠選手） 
組織：2営団（経営財団） 3県警（1県警察・2県警察（本部）） 4高検（高等検察庁） 3工高（工業高等学
校） 5市銀（市中銀行） 2商大（1商業大学・1商科大学） 2総評（日本労働組合総評議会） 6地検（地
方検察庁） 6特高（特別高等警察） 2農高（農業高等学校） 3府警（府警察（本部）） 1連合（日本労働
組合総連合会）  
施設：1官邸（総理大臣官邸） 1教会（教会堂） 6空母（航空母艦） 1高架（1高架下・1高架線） 1神宮
（大神宮） 1単線（単線軌道） 
活動：2一審（第一審） 5運休（5運転休止・4運航休止） 2回転（回転競技） 3滑降（滑降競技） 1犠飛
（犠牲飛球） 1競技（運動競技） 4共闘（共同闘争） 1距離（距離競技） 1空撮（空中撮影） 4空調（空
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気調節） 5軍拡（軍備拡張） 6軍縮（軍備縮小） 1実況（実況放送） 5障害（2障害競走・3障害物競
走） 2信販（信用販売） 1水泳（水泳競技） 4図工（図画工作） 3争議（労働争議） 1体操（体操競
技） 1団体（団体競技） 6中退（中途退学） 4点滴（点滴注射） 5特撮（特殊撮影） 4特攻（特別攻
撃） 1複合（複合競技） 1腹筋（腹筋運動） 
物：1印紙（収入印紙） 1外画（外国映画） 2家電（1家庭電化・2家庭電器・1家庭用電気器具・1家庭用
電気製品） 1願書（入学願書） 2合板（1合成板材・1ベニヤ合板） 2辞令（辞令書） 6水爆（水素爆
弾） 4沢庵（沢庵漬け） 2電器（電気器具） 1付録（別冊付録） 3木管（木管楽器） 1洋画（西洋画） 
その他：1陰暦（太陰暦） 1液晶（液状結晶） 1回忌（年回忌） 3額面（額面価格） 1化成（化学合成） 
3観音（観世音） 1結核（1肺結核・1結核症） 1光速（光速度） 3高卒（1高等学校卒業・2高等学校卒
業（者）） 2山陰（2山陰道・1山陰地方） 5産休（出産休暇） 5酸欠（酸素欠乏） 1事件（刑事事件） 
2祝日（国民の祝日） 5新派（新派劇） 1選抜（選抜高等学校野球大会） 2単式（2単勝式・2単式簿記） 
1単体（単一個体） 5年休（年次有給休暇） 2燃費（燃料消費率） 1無実（無実の罪） 2無配（無配当） 
② 14例： 1紀元 207（1西洋紀元 0） 4空爆 228（空中爆撃 1） 6終電 94（終電車 18） 5出超 125（輸 
出超過 19） 3商事 703（商事会社 40） 3新卒 134（新卒業者 0・〔新卒者 50〕） 2談合 153（2談合入札 
3・1談合請負 0・〔入札談合 17〕） 1特注 129（特別注文 11）  1独房 151（独居監房 0・〔独居房 25〕） 6 
特急 854（特別急行列車 5・〔特急列車 61〕） 4発禁 44（発売禁止 11） 3風船 436（3紙風船 14・3風船玉 
7） 1物証 69（物的証拠 31） 1不敵 106（大胆不敵 56） 
③ 37例：1暗躍 80（暗中飛躍 0） 1一軍 88（第一軍 0〈野球で〉） 3駅弁 148（駅売り弁当 1） 1介護 
7,266（介抱看護 0） 1犠打 50（犠牲打 0） 1共催 247（共同主催 7） 6魚雷 272（魚形水雷 1） 5機雷 
127 （機械水雷 0） 5空輸 187（空中輸送 3） 5軍配 109（軍配団扇 0） 6経済 28,672（経世済民 10） 4 
刑事（3刑事巡査 0・1刑事係巡査 0） 2交番 364（交番所 8） 2個展 224（個人展覧会 0） 1呉服 185（呉 
服物 2） 2三脚 269（1三脚架 1・2三脚椅子 1） 2私鉄 270（1私営鉄道 0・1私設鉄道 2・1私有鉄道 1） 4 
市電 156（1市街電車 6・4市営電車 0） 1尺八 231（一尺八寸 0） 1車検 591（車両検査 9） 2主食 413  
（主食物 3） 6春闘 51（春季闘争 0） 1植林 262（植樹造林 0） 1設営 131（設立経営 0） 2全入 5（2全 
員入学 0・1全員入園 0） 1総見 4（総見物 0） 5速達 148 （速達郵便 4） 1代休 62（代替休日 1） 1打 
率 217（安打率 0） 1中編 39（中編小説 6） 6電卓 219（電子式卓上計算機 0） 5特訓 134（特別訓練 8）  
1土俵 410（土俵場 0） 1二軍 80（第二軍 0〈野球で〉） 4菩薩 809（菩薩薩埵 0） 5野選 6（野手選択 0）  





















 表 4 「土俵」「犠打」「魚雷」「機雷」の使用実態 
土俵（『新潮』『広辞苑 第 6版』『大辞泉 増補・新装版』『学研国語大辞典 第 2版』『講談社国語辞典 第
























































 表 5 「略語も元の語も使用されるグループ」の略語・元の語（191例） 
1（112例） 
1-1 
人：3一塁（一塁手） 1右翼（右翼手） 2外相（外務大臣） 4外野（外野手） 3県議（県議会議員） 1左
翼（左翼手） 2三塁（三塁手） 4市議（市議会議員） 6常務（常務取締役） 6専務（専務取締役） 6総
理（5内閣総理大臣・1総理大臣） 1内野（内野手） 2二塁（二塁手） 2文相（文部大臣） 5遊撃（遊
撃手） 
組織：4医大（医科大学） 2音大（音楽大学） 6家裁（家庭裁判所） 3漁協（漁業協同組合） 6高校（高
等学校） 6高裁（高等裁判所） 5高専（高等専門学校） 4工大（3工業大学・3工科大学・1工業（系
の）大学） 3財団（財団法人） 1私学（私立大学） 1市大（市立大学） 5私大（私立大学） 1社団（社
団法人） 5職安（職業安定所） 3信金（信用金庫）  5生協（生活協同組合） 3選管（選挙管理委員
会） 2選対（選挙対策（委員会）・1選挙対策委員会・1選挙対策本部） 5短大（短期大学） 4地銀（地
方銀行） 6地裁（地方裁判所） 5中学（中学校） 3電工（電気工業） 1都庁（東京都庁） 2農大（2農
業大学・1農科大学） 1美大（美術大学） 5民放（民間放送） 6労組（労働組合） 
施設：4快速（快速電車） 2原潜（原子力潜水艦） 5原発（原子力発電所） 3高速（高速道路） 4施設（3
児童福祉施設・3老人福祉施設・1児童養護施設・1養護施設） 5電鉄（電気鉄道） 
その他：4駅伝（駅伝競走） 1学祭（学園祭） 6化繊（化学繊維） 1管制（航空交通管制） 6警察（6警





察署・2警察官） 2検察（1検察官・2検察庁） 2共産（2共産党・2共産主義） 6健保（健康保険） 6国
体（国民体育大会） 2社保（社会保険） 2総体（総合体育大会） 1入管（入国管理局・出入国管理） 
4万博（万国博覧会） 2保険（2健康保険・1生命保険） 4陸上（陸上競技） 6労災（3労働災害・3労働
者災害補償保険・1労災保険） 
1-2 
場所：2極楽（極楽浄土） 2山陽（2山陽道・1山陽地方） 3中国（3中国地方・3中華人民共和国） 3中部 
（中部地方） 2東海（2東海道・1東海地区） 3東北（東北地方） 2南極（2南極大陸・2南極圏） 3北極 
（2北極圏・1北極星） 2列島（日本列島） 
その他：4安保（2安全保障・1（相互）安全保障・2安全保障条約・1日米安全保障条約・1安保闘争） 2維 
新（明治維新） 6国鉄（4日本国有鉄道・1（日本）国有鉄道・1国有鉄道） 1震災（1関東大震災・1阪 
神・淡路大震災） 3戦国（戦国時代） 2大戦（1世界大戦・1第一次世界大戦・1第二次世界大戦） 4中 
華（4中華料理・3中華そば） 2通産（1通商産業・1通商産業省） 5日舞（日本舞踊） 4平安（2平安京・ 
4平安時代） 
1-3 
人：1院生（大学院生） 1警官（警察官） 3行員（銀行員） 1在日（在日韓国・朝鮮人） 1獣医（獣 
医師） 1被告（被告人） 
組織：6参院（参議院） 6衆院（衆議院） 3都銀（都市銀行） 
その他：1御免（1御免なさい・1御免ください） 4御覧（御覧なさい） 2消防（1消防隊・1消防車・1消防 
自動車・1消防署員） 
1-4（16例）：4衛星（3人工衛星・1衛星放送） 3外債（外国債） 3機銃（機関銃） 3行革（行政改革） 3
下水（下水道） 5原爆（原子爆弾） 5口座（3銀行口座・3預金口座・3振替口座） 1産廃（産業廃棄物） 
5重文（重要文化財） 6団交（団体交渉） 1団地（住宅団地） 4中絶（2人工妊娠中絶・2妊娠中絶） 1
貯金（郵便貯金） 3特許（特許権） 1風俗（風俗営業） 2補選（補欠選挙） 
2（63例） 
人：2犠牲（犠牲者） 1経営（経営側） 1候補（候補者） 6戦犯（戦争犯罪人） 1配下（支配下） 1不良 
（不良少年・不良少女） 
組織：3球団（野球団） 
施設：2改札（改札口） 3学食（学生食堂） 2急行（2急行列車・1急行電車） 3球場（野球場） 1下宿（1 
下宿屋・1下宿先） 1水道（上水道） 5夜行（夜行列車） 
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活動：1個人（1個人競技・1個人タクシー） 1再編（1再編成・1再編集） 4時短（時間短縮） 1聴取（事 
情聴取） 4定昇（定期昇給） 6電解（電気分解） 2透析（人工透析） 3特捜（特別捜査） 6入試（入 
学試験） 6配転（配置転換） 5部活（部活動） 1舞台（舞台劇・舞台公演） 5量産（大量生産） 1連 
打（連続安打） 
物：4携帯（携帯電話） 3合繊（合成繊維） 1自伝（自叙伝） 1青果（青果物） 4卒論（卒業論文） 2端 
末（1端末機・2端末装置） 1中古（中古品） 5定期（4定期乗車券・5定期預金・1定期貯金・1定期保 
険・1定期取引） 5鉄筋（4鉄筋コンクリート・1鉄筋コンクリート建築） 4電話（電話機） 3日記（日 
記帳） 2文庫（文庫本） 1麻酔（麻酔薬） 3明細（明細書） 
学問・教科：1科学（自然科学） 2国語（国語科） 2地理（地理学） 1独語（独逸語〈用例は「ドイツ語」 
で採集〉）4物理（物理学） 1歴史（歴史学） 
その他：2一線（第一線） 1一報（第一報） 1五分（五分五分） 3三角（1三角形・3三角法） 1新鋭（新 
進気鋭） 1推力（推進力） 1大義（大義名分） 4大卒（2大学卒業・1大学卒業（者）・1大学卒） 5中卒 
（3中学校卒業・1中学卒業（者）・2中学校卒業者） 3蛋白（2蛋白質・1尿蛋白） 1特番（特別番組） 3 







































① 元の語が先，略語が後（91例（68.9%））：例 行政改革→行革 合成繊維→合繊  
大学院生→院生 労働災害→労災 産業廃棄物→産廃 定期昇給→定昇 入国管理
→入管  
② 内容を限定する要素が略語につくと，略語が元の語に先行することもある（14例 
（10.6％））：例 公認候補→候補者 県警の聴取→事情聴取 阪神高速→高速道路  
③略語が元の語に先行する場合もある（27例（20.5％）） 
 








  駅伝 改札 急行 球場 共産 警官 原爆 行員 高校 口座 国語 在日 再編 



















 一方，表 5で 1に含めた「警官」や「共産」などでは，資料によっては，元の語に使用が
極端に偏る傾向がある41。「警官」の場合を表 7に示す。 
 




ステム」の 2006～2010の 5年分。新聞は，前述の「朝日」。 
41 「新聞」は「朝日」の 1999年から 2003年の 5年分。新聞は基本的に CD-ROMを使用するが，最近の用
例や 2000年以前の例を見る場合は国会図書館のデータベース用端末で「聞蔵Ⅱビジュアル」「毎日 News
パック」を使用した。『警察白書』は 2007年版から 2011年版の 5年分。 
 雑誌 新聞 国会 
部活 309（87.5） 89（40.1） 35（32.4） 
部活動 44（12.5） 133（59.9） 73（67.6） 
計 353（100） 222（100） 108（100） 
149 
 
 表 7 「警官」と「警察官」 
 警察白書 新聞 国会 
警官 0（0） 3,181（41.4） 59（10.5） 
警察官 549（100） 4,501（58.6） 505（89.5） 










表 8 略語・元の語と対象者（人や組織） 
使う語と対象者 特徴 例 




元の語・自身について 改まり。正式名を前面に出す意識が強い 警察官。共産党。自民党 






















































○ ○製品を量産する ○ヒットを量産する 
○ ○製品を大量生産する ×ヒットを大量生産する 
○ ○労組と住民が共闘する ○米軍と武装勢力が共闘する 
























































安保 各停 行革 空冷 軍拡 軍縮 時短 車検 写植 信販 全入 大卒 宅浪 
中卒 団交 超勤 定昇 特撮 特捜 特配 特攻 特講 入管 入試 発禁 普選 









 表 9 略語と元の語に含まれるサ変語幹との格助詞の比較 
① 一浪・浪人 介護・看護 空撮・撮影 空爆・爆撃 空輸・輸送 設営・経営 中
退・退学 追求・請求 電解・分解 特出・出演 特薦・推薦 配転・転換 
② 暗躍・飛躍 運休・休止 空調・調節 操短・短縮 側転・転回 電離・解離 陽
転・転化 
③ 接遇・処遇 長欠・欠席（欠勤） 特注・注文 量産・生産 連打・安打 





















日 Newsパック」の 2006～2010の記事を確認すると， 
 
 表 10 「～を特訓」の格助詞と格成分 
  聞蔵Ⅱ 毎日 
（人）が（人）を特訓 8 1 
（人）が（物事）を特訓 70 47 
（人）が（人）に（物事）を特訓 2 5 





















































































































































  対義語：1,392ペア（60.8％） 横断・縦断 減量・増量 
  準対義語：128ペア（5.6ペア） 高給・低給 手広・手狭 
  関連語：7ペア（0.3％） 遠流・近流 黒房・白房 





  準関連語：23ペア（1％） 単勝・複勝 小吉・大吉 
  語基同士が対義：33ペア（1.4％） 加減・加増 存滅・亡滅 
  類義語：39ペア（1.7％） 気魂・気魄 弔詞・弔辞 






































 上述の 1,392ペアの読みの数の内訳は，次のようになっている。 
 











あるペアは，表からわかるように，わずかであるが，2 対 1，2 対 2，3 対 1 程度のペアは，




1 2 3 4 5 7 計
1 996 112 20 2 1 1 1,132
2 133 70 11 2 0 0 216
3 14 12 6 2 0 0 34
4 2 5 0 0 1 0 8
5 0 1 1 0 0 0 2








































  漢語・漢語：796ペア（79.9％） 
  和語・和語：156ペア（15.6％） 
  混種語・混種語：40ペア（4％） 
  漢語・混種語：2（0.2％） 













 ・対義語の記号あり：大辞林，大辞泉，日国，明鏡国語辞典（第 2版） 
 ・対義語の記号なし：岩波，三省堂国語辞典（第 6 版），新明解国語辞典（第 6版），学 














 表 2 語形 A（縦軸）と語形 B（横軸）の語義数の比較 
 
 





















1 2 3 4 5 6 計
1 564 100 20 3 1 0 688
2 102 106 19 6 0 0 233
3 22 20 7 4 1 1 55
4 3 7 0 3 3 0 16
5 2 0 0 0 0 2 4































起点 始点 始発 出発地点 始発駅 始発の駅 始点／始発駅 始発／始発駅 起点・始点 始発・始点 始点／出発点 計
電車 1 5 9 0 1 0 2 2 0 0 0 20
バス 8 1 7 1 0 0 0 0 0 2 1 20











































①に相当（33）：下院・上院 外科・内科 曲線・直線 軽視・重視 
②に相当：（17）：近郊・遠郊 順調・逆調 大胆・小胆 侵入・侵出 













































































































  意味…対義かいなか。対義でないなら，どんな関係なのか。 
  読み方…読みは一つか複数か。複数なら，どの読みで対義関係にあるか。 
  語種…語種は一致するのか不一致なのか。 
  語義数…意味は単義か多義か。多義ならどの意味で対義関係になるのか。 
  品詞性…対義ペアの品詞性が一致するか，ずれがあるか。 
  未登録の読み…辞書に未登録の読みがあるかどうか。 
  新語義…辞書にない意味の有無を確認する。 









下院 ―議員。（―選挙。） （英―。米―。上―。） （―の公聴会。―で審議する。）
上院 ―議員。（―選挙。） （英―。米―。） （―の公聴会。―で審議する。）
下旬 （七月―。） 八月の―。
上旬 五月―。 （九月の―。）
年下 （―女性。―男性。―君。） （二歳―。） ―の男の子。私より三つ―だ。（三歳―の妹。）
年上 （―女性。―男性。―女房。） 二歳―。 ―の女の子。自分より三つ―。（二歳―の兄。）
外科 ―医。（―病棟。）―室。（―手術。） 一般―。整形―。脳―。形成―。 （―の先生。―を受診する。）
内科 ―医。（―病棟。―一般。） （一般―。心療―。神経―。） （―の先生。―を受診する。）
海軍 ―省。―大臣。―記念日。―軍縮条約。 （米―。陸―。） （―の士官。）
陸軍 ―省。―大臣。―記念日。―中野学校。 （米―。） （―の士官。）
曲線 ―美。（―的。） 双―。 ―を描く。（ゆるやかな―。）
直線 ―美。（―的。）―距離。―コース。―運動。 半―。 （―を描く。力強い―。）―を引く。
軽視 （株主―。国連―。）人命―。（国会―。） （事態を―する。）人命を―する。（―すべきでない。―されがち。）
重視 （株主―。国連―。）経済―。（最―。） 事態を―する。人物を―する。経済を―。（―されるべき。）
減額 ―修正。（―交渉。） （大幅―。賃金―。） 予算の―。手当を―する。助成金を―する。（―を要求する。）
増額 （―修正。―交渉。） （大幅―。賃金―。自動―特約。） 予算の―。手当を―する。（助成金を―する。）―を要求する。
減収 （―分。―減益。） （大幅―。） ムギの―。天候不順で―になる。―をカバーする。
増収 ―分。―増益。（―計画。） （大幅―。） 農作物の―をはかる。―を達成する。―が見こまれる。
減税 （―措置。―効果。） （大幅―。酒税―。住宅ローン―。） 所得税を―する。（―に踏み切る。―を断行する。）
増税 （―措置。―効果。） （大幅―。酒税―。） （所得税を―する。）―に踏み切る。―を断行する。
最古 日本―。世界―。現存―。 （―のカメラ。）―の木造建築。











降格 ―人事。―処分。 （2軍―。2部―。） 失敗をして―される。
昇格 ―人事。―試験。―運動。 （1軍―。1部―。内部―。） 課長に―する。課を部に―する。（―を果たす。）
高温 ―殺菌。―障害。 （異常―。） （―になる。―が続く。）
低温 ―殺菌。（―障害。）―やけど。―麻酔。 （異常―。） （―になる。―が続く。）
出港 （―予定。―パレード。） （緊急―。入―。） 横浜を―する。漁場へ―する。
入港 （―予定。―パレード。―歓迎式。―拒否。） （緊急―。出―） 横浜港に―した。タンカーが―。
歳出 （―額。―予算。―カット。） （一般―。） （―の内訳。）―を削減する。
歳入 （―額。―予算。―欠陥。―関税。） （―の内訳。―が不足する。）
最小 ―限。―限度。―血圧。―公倍数。 世界―の独立国。（史上―。） ―の努力。―の被害。―の単位。
最大 ―限。―限度。―血圧。―公約数。―多数。 世界―のタンカー。史上―。 ―の努力を払う。―の効果。―の規模。
勝者 （1回戦―。） ―をたたえる。―はおごらず。（真の―。）
敗者 ―復活戦。 ―の弁。
勝訴 （―判決。） （原告―。全面―。逆転―。） 被告側が―する。原告側の―に帰する。
敗訴 （―判決。―者。） 原告―。（全面―。逆転。） 一審で―する。かろうじて―をまぬがれた。
大勝 十対〇で大勝する。―を博する。
大敗 九対〇で大敗する。―を喫する。初戦で―する。
連勝 （―ストップ。）―式。―単式。―複式。 連戦―。五―。 （―を果たす。―ならず。）
連敗 （―ストップ。） 連戦―。三―。 かろうじて―をまぬがれた。―を喫する。
朝方 ―，地震があった。―に雨が降った。
夕方 ―，家に帰る。―になる。
暖房 ―中。―装置。―設備。 （全館―。）床―。中央―。冷―。 ―のきいた部屋。室内を―する。
冷房 ―中。―装置。―設備。―病。―車。 全館―。 ―のきいた部屋。館内を―する。
無料 ―サービス。―アプリ。―電話。―奉仕。 入場―。送料―。 ―の駐車場。配達は―です。（この博物館は―です。）
有料 ―サービス。―アプリ。―道路。―トイレ。 ―の駐車場。（配達は―です。）この博物館は―です。






  一般語・専門語…一般的には対義関係にないものの，専門語では対義ペアになる場合が 
あるのかどうか。 
  文体…対義のペアの間に文体差があるかどうか。 
  類義語との比較…ある語の対義語が複数ある場合，それらの使い分けはどうなってい 
るか。 
  使用状況…日常的に用いられるペアであるかどうか。 























































悪性（アクショウ／アクセイ） 安居（アンキョ／アンゴ） 開眼（カイガン／カイ 
ゲン） 唐紙（からかみ／トウシ） 気骨（キコツ／キぼね） 逆手（ギャクて／さ 
かて） 教化（キョウカ／キョウゲ） 境界（キョウカイ／キョウガイ） 警策（キ 
ョウサク／キョウザク） 経典（キョウテン／ケイテン） 口舌（クゼツ／コウゼ 
ツ） 工夫（クフウ／コウフ） 講師（コウシ／コウジ） 再建（サイケン／サイコ 
ン） 在米（ザイベイ／ザイマイ） 作物（サクブツ／サクモツ） 作法（サクホウ 
／サホウ） 座頭（ザがしら／ザトウ） 直筆（ジキヒツ／チョクヒツ） 実体（ジ 
ッタイ／ジッテイ） 地味（ジミ／チミ） 正気（ショウキ／セイキ） 身上（シン 
ショウ／シンジョウ） 数奇（スウキ／スキ） 成敗（セイハイ／セイバイ） 精兵 
（セイビョウ／セイヘイ） 大家（タイカ／タイケ） 大勢（タイセイ／タイゼイ／ 
おおぜい〈「おおぜい」には注記なし〉） 旅人（たびニン／たびびと） 知行（チ 
ギョウ／チコウ） 追従（ツイジュウ／ツイショウ） 手書き（てかき／てがき）  
天人（テンジン／テンニン） 同行（ドウギョウ／ドウコウ） 年頭（としがしら／ 
ネントウ） 半生（ハンショウ／ハンセイ〈「ハンなま」はなし〉） 百姓（ヒャク 
ショウ／ヒャクセイ） 評定（ヒョウジョウ／ヒョウテイ） 仏語（フツゴ／ブツ 
ゴ） 分別（フンベツ／ブンベツ） 変化（ヘンカ／ヘンゲ） 法文（ホウブン／ホ 
ウモン） 末期（マッキ／マツゴ） 役所（ヤクショ／ヤクどころ） 遊行（ユウコ 








  内面（うちづら／ナイメン） 間尺（ケンジャク／まシャク） 好事（コウジ／コウ 
ズ） 高台（コウダイ／たかダイ） 高潮（コウチョウ／たかしお） 降伏（コウブ 
ク／コウフク） 先手（さきて／センて） 施行（セギョウ／シコウ） 造作（ゾウ 
サク／ゾウサ） 中間（チュウカン／チュウゲン） 生物（なまもの／セイブツ）  
人体（ニンテイ／ジンタイ） 名代（なダイ／ミョウダイ） 声明（セイメイ／ショ 





























合端（あいは／あいば） 秋上（あきあげ／あきあがり） 異客（イカク／イキャク）  
有体（ウタイ／ユウタイ） 打金（うちがね／うちキン） 産子（うぶこ／うぶご）  
大頭（おおあたま／おおがしら） 大札（おおサツ／おおふだ） 押手（おして／お 
しで） 掛花（かけはな／かけばな〈華道〉） 風道（かざみち／フウドウ） 火床（カ 
ショウ／ひどこ） 極官（キョッカン／ゴッカン） 小返（こがえし／こがえり） 雑 
筆（ザッピツ／ゾウヒツ） 三品（サンピン／サンボン） 信楽（しがらき〈固有名〉 
／シンギョウ〈仏教〉） 直心（ジキシン〈仏教〉／ひたごころ） 実方（ジツかた／ 
ジツがた〈歌舞伎〉） 聖道（ショウドウ／セイドウ） 新切（シンきり／シンぎり）  
順流（ジュンリュウ／ジュンル〈仏教〉）心法（シンポウ／シンボウ） 背向（そがい 
／ハイコウ） 足力（ソクリキ／ソクリョク） 体相（タイソウ／テイソウ） 竹切 
（たけきり／たけきれ） 点付（テンつき〈漢文〉／テンつけ） 根抜（ねぬき／ね 
ぬけ） 吹通（ふきとおし／ふきどおし） 縁付（へりつき／へりつけ） 本間（ホ 




















きがた〈古風〉／ゆくえ） 入目（いりめ〈なし〉／いれめ〈古風〉義眼） 入札（い 
れふだ〈古風〉①入札（ニュウサツ）。②投票／ニュウサツ） 女子（おなご〈古風〉 
女子（ジョシ）。女性／ジョシ） 数奇（サッキ〈古風〉→スウキ／スウキ／スキ〈「数 
寄」の表記のみ〉） 地頭（ジあたま／ジがしら〈なし〉／ジトウ〈歴史〉） 首巻（シ 
ュカン〈なし〉／くびまき〈古風〉） 中間（チュウカン／チュウゲン〈歴史〉） 仲 




  青嵐（あおあらし〈雅語〉／セイラン） 遠近（エンキン／おちこち〈雅語〉） 山人 





在方（ありかた／ザイかた〈古めかしい言い方〉） 異人（イジン／ことびと〈古語〉）  
上様（うえさま〈もとは「じょうさま」と読んだ〉／かみさま〈古語〉） 上人（うえ 
びと〈古語〉／ショウニン） 大人（うし〈古語〉／おとな／タイジン／ダイニン） 御 
方（おかた／おんかた〈古語〉／みかた） 傀儡（カイライ／くぐつ〈古語〉） 警策 
（キョウサク／キョウザク〈古語〉） 御座（ギョザ／ゴザ〈古語〉／おザ） 公達（き 
んだち〈古語〉／コウタツ） 下人（ゲニン〈古語〉／しもびと〈なし〉） 乞食（コ 
ジキ／コツジキ〈古めかしい言い方〉） 月代（さかやき／つきしろ〈古語〉） 左右 
（サユウ／ソウ〈古語〉） 地下（ジゲ〈古語〉／チカ） 霜月（しもつき〈古語〉／ 
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ソウゲツ） 醜女（しこめ〈古語〉／シュウジョ） 受領（ジュリョウ／ズリョウ〈古 
語〉） 人気（ジンキ／ニンキ／ひとけ／ひとげ〈古語〉） 精兵（セイビョウ〈古語〉 















な言い方〉） 一分（イチブ／イチブン〈古風な言い方〉） 一角（イッカク／いっか 
ど〈古い言い方〉／ひとかど） 売子（うりこ〈現在では「販売員」という言い方が 
普通〉／うれっこ） 大風（おおかぜ／おおフウ〈やや古い言い方〉） 大道（おお 
みち〈古風な言い方〉／タイドウ〈なし〉／ダイドウ） 片方（かたえ〈古い言い 
方〉／かたかた〈古い言い方〉／かたホウ） 金山（かなやま〈古い言い方〉／キン 
ザン） 口舌（クゼツ〈やや古い言い方〉／コウゼツ） 工夫（クフウ／コウフ〈現 


















  南風（ナンプウ／みなみかぜ／はえ〈主に西日本でいう『明鏡』〉〈九州・沖縄などの 
方言『三国』〉〈中国・四国・九州で使う語『新選』〉） 





































木目（きめ→モクめ） 型式（ケイシキ→かたシキ） 高名（コウミョウ→コウメイ） 
直答（ジキトウ→チョクトウ） 主従（シュウジュウ→シュジュウ） 中古（チュウ 
ぶる→チュウコ） 内幕（ナイマク→うちマク） 肉食（ニクジキ→ニクショク） 発 









  一日（イチジツ→イチニチ） 上向（うえむき→うわむき） 訓読（クンよみ→クン 
ドク） 数奇（サッキ→スウキ） 主従（シュウジュウ→シュジュウ） 白子（しろ 
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こ→しらこ） 人力（ジンリキ→ジンリョク） 施行（セコウ→シコウ） 神器（シ 
ンキ→ジンギ） 俗名（ゾクメイ→ゾクミョウ） 男女（ナンニョ→ダンジョ） 風 







音読（オンよみ→オンドク） 型式（ケイシキ→かたシキ） 訓読（クンよみ→クン 
ドク） 曝首（しゃれこうべ→されこうべ） 白子（しろこ→しらこ） 前世（ゼン 
































 ・合成語：人頭（ジントウ／ニントウ〔人頭税〕） 手取（てとり〔手取り足取り〕／て 
どり） 内輪（うちわ／ナイリン〔内輪山〕） 引手（ひきて／ひきで〈なし〉／ひく 
て〔引く手あまた〕） 白玉（しらたま／ハクギョク〔白玉楼〕） 安心（アンシン／ 
アンジン〔安心立命〕） 前置（ゼンチ〔前置詞〕／まえおき） 荷足（にあし／にた 
り〔荷足り船〕） 大業（タイギョウ／おおわざ〔大業物〕） 手当（てあたり〔手当 
たり次第〕／てあて） 利益（リエキ／リヤク〔御利益〕） 平城（ひらじろ／ヘイジ 
ョウ〔平城宮・平城京〕） 三葉（サンヨウ〔三葉虫〕／みつば） 
 ・慣用表現：打出（うちだし／うちで〔打ち出の小づち〕） 大手（おおて／おおで〔大 































































 言分（いいブン／いいわけ〔言い訳〕） 一角（イッカク／ひとかど〔一廉〕） 初心（う
ぶ〔初〕／ショシン） 大柄（おおがら／オウヘイ〔横柄〕） 御方（おかた／みかた

















































一通（イッツウ）／一通り 飲料（インリョウ）／飲み料 有無（ウム）／有り無し 上
物（うわもの／ジョウもの）／上がり物 延延（エンエン）／延び延び 御上（おうえ
／おかみ）／御上り 御代（おダイ／みよ）／御代わり 御供（おとも）／御供え 音
読（オンドク）／音読み 開放（カイホウ）／開けっ放し 歌手（カシュ）／歌い手 気
障（キざ）／気障り 寄書（キショ）／寄せ書き 気配（キハイ／けはい）／気配り 寄
付（キフ）／寄り付き 起伏（キフク）／起き伏し 逆上（ギャクジョウ）／逆上（が）
り 共食（キョウショク）／共食い 共働（キョウドウ）／共働き 居住（キョジュウ）
／居住まい 空間（クウカン）／空き間 空地（クウチ）／空（き）地 口伝（クデン）
／口伝え／口伝て 区分（クブン）／区分け 訓読（クンドク）／訓読み 下向（ゲコ
ウ）／下向き 下足（ゲソク）／下げ足 合口（ゴウくち）／合（い）口 骨折（コッ
セツ）／骨折り 在方（ザイかた）／在り方 在所（ザイショ）／在り所 先細（さき
ぼそ）／先細り 作付け／作り付け 作物（サクブツ／サクモツ）／作り物 差金（サ
キン）／差（し）金（さしがね） 指し切り／指切り 散散（サンザン）／散り散り 散
髪（サンパツ）／散らし髪 死花（シカ）／死に花 死所（シショ）／死（に）所 重
重（ジュウジュウ）／重ね重ね 首巻（シュカン）／首巻（き） 手書（シュショ）／
手書き 死体（シタイ）／死に体 捨身（シャシン）／捨（て）身 出張（シュッチョ
ウ）／出っ張り／出張り 取得（シュトク）／取り得 手練（シュレン）／手練れ 上
下（うえした／ジョウゲ）／上げ下げ／上げ下ろし 上端（ジョウタン）／上がり端 勝
負（ショウブ）／勝ち負け 食物（ショクモツ）／食い物 書物（ショモツ）／書き物 
真書（シンショ）／真書き 心配（シンパイ）／心配り 水中（スイチュウ）／水中り 
生花（セイカ）／生（け）花 生体（セイタイ）／生き体 成立（セイリツ）／成（り）
立ち 切切（セツセツ）／切れ切れ 先行（センコウ）／先行き 先取（センシュ）／
先取（り） 洗髪（センパツ）／洗い髪 相乗（ソウジョウ）／相乗り 早生（ソウセ
イ）／早生まれ 素読（ソドク）／素読み 大通（ダイツウ）／大通り 抽出（チュウ
シュツ）／抽き出し 添書（テンショ）／添（え）書き 投入（トウニュウ）／投（げ）
入れ 当年（トウネン）／当（た）り年 読書（ドクショ）／読み書き 読本（トクホ
ン／ドクホン）／読（み）本 突出（トッシュツ）／突（き）出し 生木（なまき）／




／廃れ物 抜糸（バッシ）／抜き糸 半切（ハンセツ）／半切り 部分（ブブン）／部
分け 変種（ヘンシュ）／変（わ）り種 変身（ヘンシン）／変（わ）り身 編目（ヘ
ンモク）／編み目 捕手（ホシュ）／捕り手 床上（ゆかうえ）／床上げ 預金（ヨキ
ン）／預かり金 礼参（ライサン）／礼参り 落書（ラクショ）／落書き 落着（ラク
チャク）／落（ち）着き 陸続（リクゾク）／陸続き 立身（リッシン）／立ち身 立
方（リッポウ）／立（ち）方／立て方 留置（リュウチ）／留（め）置（き） 冷酒（レ









  足掛（か）り／足掛け 入（り）目／入（れ）目 打ち合い／打ち合わせ 埋め木／ 
埋もれ木 売（り）子／売れっ子 押し入り／押し入れ 書き下ろし／書き下し 掛 
（け）合（い）／掛（け）合（わ）せ 紙切り／紙切れ 切（り）込み／切れ込み 食 
い合い／食（い）合（わ）せ 口付き／口付け 組合／組み合わせ 蹴上がり／蹴上 
げ 細切り／細切れ 作付（け）／作り付け 仕上（が）り／仕上げ 地割（り）／ 
地割れ 素通し／素通り 外掛かり／外掛け 立（ち）合（い）／立て合い 立（ち） 
木／立て木 付（き）合（い）／付け合（わ）せ 手合い／手合わせ 手当（た）り 
／手当（て） 手懸かり／手懸け 手直し／手直り 手回し／手回り 遠回し／遠回 
り 取っ付き／取（り）付（け） 取（り）分／取（り）分け 中入り／中入れ 肉 
付（き）／肉付け 値上がり／値上げ 根付き／根付（け） 根回し／根回り 冷え 
冷え／冷や冷や 火付き／火付け 踏（み）切り／踏ん切り 待（ち）合（い）／待 
ち合わせ 見合（い）／見合わせ 見え隠れ／見隠し 見返し／見返り 水入り／水 
入れ 水切り／水切れ 目明き／目明（か）し 役付き／役付け 山越え／山越し 山 























































 足もと／足下（ソッカ） いきさつ／経緯（ケイイ／たてぬき） いつ／何時（なん 
どき） 一角（イッカク）／いっかど／ひとかど  一方（イッポウ）／ひとかた 内 
づら／内面（ナイメン） 内のり／内法（ナイホウ） うわて／上手（かみて／ジョ 
ウズ） 遠近（エンキン）／おちこち 大風（おおかぜ）／おおふう 大かた／大方 
（タイホウ） 大ごと／大事（ダイジ） 大どころ／大所（タイショ） おしろい／ 
白粉（ハクフン） 男気（おとこギ）／男け おなご／女子（ジョシ） 尾ひれ／尾 
びれ お札／御札（ギョサツ） おまえ・お前／御前（ゴゼン） おやじ／親父（シ 
ンプ） 外面（ガイメン／ゲメン）／外づら 掛けがね／掛け金（かけキン） かたが 
た／ホウボウ〈漢字は「方方」〉 かたぎ／気質（キシツ） 片端（かたはし）／かた 
わ かな／仮名（カメイ） 空手（からて）／そら手 かわらけ／土器（ドキ） 寒気 
（カンキ）／寒け かん高／甲高（コウだか） 弓形（キュウケイ）／弓なり きょう 
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／今日（コンニチ） 空言（クウゲン）／そら言 苦渋（クジュウ）／にがり 外法（ゲ 
ホウ）／外のり 見物（ケンブツ）／見もの 合歓（ゴウカン）／ねむ 紅葉（コウヨ 
ウ）／もみじ 小柄（こがら）／小づか こじき／乞食（コツジキ） こま／独楽（ド 
クラク） こまごま／細細（ほそぼそ） 罪科（ザイカ）／つみとが 最中（サイチュ 
ウ）／もなか 山間（サンカン）／山あい 山気（サンキ）／山け／山っけ 下手（し 
たて／したで／しもて）／へた しっぺい／竹篦（たけべら） 醜女（シュウジョ）／ 
しこめ 重石（ジュウセキ）／重し 出所（シュッショ）／出どころ 出来（シュッタ 
イ）／でき 所為（ショイ）／せい 諸子（ショシ）／もろこ 白子（しらこ／しろこ）
／しらす しらふ／白面（ハクメン） しろもの／代物（ダイブツ） 心算（シンサン）
／つもり 水気（スイキ）／水け 素振り（すぶり）／そぶり ぞうさ／造作（ゾウサ
ク） 早生（ソウセイ）／わせ ただ事／徒事（トジ） ちょうず／手水（てみず） 長
刀（チョウトウ）／なぎなた 築地（ついじ）／つき地 月代（つきしろ）／さかやき 
つくし／土筆（ドヒツ） 爪はじき／爪弾き（つまびき／つめびき） つらら／氷柱（ヒ
ョウチュウ） 出端（では）／出はな 道程（ドウテイ）／道のり 同胞（ドウホウ）
／はらから どちら／どなた〈漢字は「何方」〉 日日（ニチニチ／ひび）／日にち 人
気（ニンキ）／人け 特種（トクシュ）／特ダネ 人事（ジンジ）／人ごと・ひとごと・
ひと事 ばち音／撥音（ハツオン） ひなた／日向（ひゅうが） 町なか／町中（まち
















  くふう／工夫（コウフ） じみ／地味（チミ） ちょく／ちょこ〈漢字は「猪口」〉 い 
ちず／一途（イット） 丁字・丁子（チョウジ〈植物の場合かな書き，植物を原料と 
した香辛料，あぶらの場合は漢字表記〉）／丁字（テイジ〔「T字」とも〕） てんとう 
〈「天帝」の意味は漢字表記〉／天道（テンドウ） 熱気（ネッキ）／熱け 呂律（リ 















































































ドウ／キュウドウ） 現世（ゲンセイ／ゲンセ〈仏教で「ゲンゼ」〉） 強力（ゴウリキ／キョウリョク） 乞食（コツジキ／コ
ジキ） 再建（サイケン／サイコン） 祭文（サイモン／サイブン） 作物（サクモツ／サクブツ） 作法（サホウ／サクホ
ウ） 首座（シュザ／シュソ） 主従（シュジュウ／シュウジュウ） 清浄（ショウジョウ／セイジョウ） 小人（ショウジン／
ショウニン） 人外（ジンガイ／ニンガイ） 人力（ジンリキ／ジンリョク） 清規（セイキ／シンギ） 生年（セイネン／ショ
ウネン）　精兵（セイビョウ／セイヘイ）　前世（ゼンセイ／ゼンセ）　荘厳（ソウゴン／ショウゴン）　雑用（ゾウヨウ／ザツ
ヨウ） 俗名（ゾクミョウ／ゾクメイ） 大家（タイカ／タイケ） 大人（タイジン／ダイニン） 大道（ダイドウ／タイドウ） 重
宝（チョウホウ／ジュウホウ）　直答（チョクトウ／ジキトウ）　肉食（ニクショク／ニクジキ）　入水（ニュウスイ／ジュスイ）
人気（ニンキ／ジンキ） 万能（マンノウ／バンノウ） 文言（ブンゲン／モンゴン） 法界（ホウカイ／ホッカイ） 本命
（ホンメイ／ホンミョウ）　流説（ルセツ／リュウセツ）　竜馬（リュウメ・リュウマ／リョウメ）　和名（ワメイ／ワミョウ）
D（共通の意味・用法があるが，双方に他方の読みにない独自の意味もある）：一世（イッセ／イッセイ） 豪気（ゴウキ
／ゴウギ） 高名（コウミョウ／コウメイ） 合力（ゴウリキ／ゴウリョク） 三世（サンゼ／サンセイ） 四時（シイジ／シ
ジ） 正本（ショウホン／セイホン） 千万（センバン／センマン） 天道（テントウ／テンドウ） 万歳（バンザイ／マンザ
イ）　本文（ホンブン／ホンモン）




ク／キョウザク） 形相（ギョウソウ／ケイソウ） 供米（キョウマイ／クマイ） 御座（ギョザ／ゴザ） 口舌（クゼツ／コウ
ゼツ） 工夫（クフウ／コウフ） 経典（キョウテン／ケイテン） 講師（コウシ／コウジ） 好事（コウジ／コウズ） 香水
（コウスイ／コウズイ） 後生（コウセイ／ゴショウ） 後世（コウセイ／ゴセ） 降伏（コウフク／コウブク） 在米（ザイベ
イ／ザイマイ） 左右（サユウ／ソウ） 食堂（ジキドウ／ショクドウ） 直筆（ジキヒツ／チョクヒツ） 地形（ジギョウ／チ
ケイ） 地下（ジゲ／チカ） 地質（ジシツ／チシツ） 執行（シッコウ／シュギョウ） 入魂（ジッコン／ニュウコン） 実体
（ジッタイ／ジッテイ） 地味（ジミ／チミ） 受領（ジュリョウ／ズリョウ） 所為（ショイ／セイ） 上下（ショウカ／ジョウカ
／ジョウゲ）　正気（ショウキ／セイキ）　正当（ショウトウ／セイトウ）　上品（ジョウヒン／ジョウボン）　声明（ショウミョウ
／セイメイ） 精霊（ショウリョウ／セイレイ） 地力（ジリキ／チリョク） 心中（シンジュウ／シンチュウ） 身上（シンショ
ウ／シンジョウ）　人体（ジンタイ／ニンテイ）　頭巾（ズキン／トキン）　成敗（セイハイ／セイバイ）　造作（ゾウサ／ゾウ
サク） 大兵（ダイヒョウ／タイヘイ） 大夫（タイフ／タユウ） 知行（チギョウ／チコウ） 中間（チュウカン／チュウゲン）
丁字（チョウジ／テイジ） 追従（ツイジュウ／ツイショウ） 天人（テンジン／テンニン） 同行（ドウギョウ／ドウコウ）
難行（ナンギョウ／ナンコウ）　二世（ニセ／ニセイ）　熱気（ネッキ／ネツケ）　半生（ハンショウ／ハンセイ）　百姓（ヒャ
クショウ／ヒャクセイ） 無人（ブニン／ムジン） 仏語（フツゴ／ブツゴ） 文選（ブンセン／モンゼン） 分別（フンベツ／
























（で）。ちょっと見て） きっぷ／気風（キフウ） じっこん／入魂（ニュウコン） ぞ 
うさ／造作（ゾウサク→建具。顔立ち。目鼻立ち） 熱気（ネッキ）／熱け  
 A-4（限定された形式で用いる）：後生（コウセイ〔後生畏る可し〕／ゴショウ） 好事 
（コウジ〔好事魔多し〕／コウズ〔好事家〕→物好き） 半生（ハンショウ〔半死半 
生／ハンセイ→一生（生涯）の半ば（半分） 利益（リエキ／リヤク〔御利益〕） 
 A-5 その他→気色（キショク／ケシキ） 直筆（ジキヒツ／チョクヒツ） 上下（ショ 
ウカ→かみもしもも。上の者も下の者も／ジョウカ→ジョウゲ／ジョウゲ→うえした。 
上と下） 心中（シンジュウ／シンチュウ→胸の内） 身上（シンショウ→身代。財 
産。暮らし向き／シンジョウ→身の上。値打ち。とりえ） 人体（ジンタイ／ニンテ 
イ） 成敗（セイハイ／セイバイ→さばき。とりさばき。しおき） 大兵（ダイヒョ 
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ウ／タイヘイ） 追従（ツイジュウ→追随／ツイショウ→おべっか。お世辞） 同行 
（ドウギョウ→道連れ。巡礼なかま／ドウコウ→連れ。道連れ） 分別（フンベツ／ 












くない）） 左右（サユウ→みぎひだり。あたり／*ソウ） 地下（ジゲ／チカ→地面 
（土）の下の〈「地下の」に対して〉） 執行（シッコウ→執り行う。行う／*シュギョ 
ウ） 実体（ジッタイ／*ジッテイ） 受領（ジュリョウ→受け取る／ズリョウ） 知 








 次は，一般語と専門語とのケースについて見る。〈 〉の中に分野を示す。 
 
 C（一般語と専門的な語） 
 C-1（洋数字を用いる）：二世（ニセ〈仏教〉／2世（ニセイ）  
 C-2（かな書きにする）：じみ／地味（チミ〈農業〉）  
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 C-3（限定された形式で用いる）：救世（キュウセイ〔救世軍・救世主〕／グセ〈仏教〉）  
在米（ザイベイ〔在米中・在米企業〕／ザイマイ〈農業〉） 
 C-3（その他）：安居（アンキョ／アンゴ〈仏教〉） 有為（ウイ〈仏教〉／ユウイ） 教 
化（キョウカ／キョウゲ〈仏教〉） 境界（キョウカイ／キョウガイ〈仏教〉） 形相 
（ギョウソウ→顔つき。様子／ケイソウ〈哲学〉） 講師（コウシ／コウジ〈仏教〉）  
香水（コウスイ／コウズイ〈仏教〉） 後世（コウセイ→のちのよ。のちのち／ゴセ〈仏 
教〉） 降伏（コウフク→降参する。くだる。まいる／ゴウブク〈仏教〉） 食堂（ジ 
キドウ〈仏教〉／ショクドウ） 地形（ジギョウ〈建築〉／チケイ→土地の形） 地 
質（ジシツ〈織物〉／チシツ） 正当（ショウトウ〈仏教〉／セイトウ→正しい。も 
っともな） 上品（ジョウヒン→品のいい／ジョウボン〈仏教〉） 声明（ショウミョ 
ウ〈仏教〉／セイメイ） 精霊（ショウリョウ〈仏教〉／セイレイ） 地力（ジリキ／ 
チリョク〈農業〉） 難行（ナンギョウ〈仏教〉→つらい修行／ナンコウ〈新聞・放送 
などでは「難行」は用いず「難航」で統一表記〉） 仏語（フツゴ／ブツゴ〈仏教〉） 放 
下（ホウカ／ホウゲ〈仏教〉） 法文（ホウブン→法律。法律の文章。法律と文学／ホ 
ウモン〈仏教〉） 明朝（ミョウチョウ→あすのあさ。あしたのあさ／ミンチョウ〈印 




  化生（カセイ〈生物〉／ケショウ〈仏教〉） 警策（キョウサク〈仏教〉／キョウザク 
〈古語〉） 御座（ギョザ〈皇室〉／ゴザ〈古語〉） 経典（キョウテン〈仏教〉／ケ 





















































































































































  『広辞苑』『大辞林』『大辞泉』に同音語なし：1,445 















































  愛猫 安寧 鬱屈（うっくつ） 汚濁 汚泥 諧謔（かいぎゃく） 街路 玉音（～ 
放送） 許諾 漁網 空域 枯渇 極微 昨春 昨年 昨夜 殺戮（さつりく） 散 
逸 忸怩（じくじ） 自著 湿潤 収奪 受諾 出自 上腕 職能 書房 信憑（し 
んぴょう） 惜別 舌鋒 即妙（当意～） 断罪 稚拙 嫡出（～子） 追憶 追尾  
通底 鉄壁 田園 天空 同日 徳目 独居 入魂 女人（～禁制） 廃絶 幕営  
白日 迫真 白髪 破砕 発動 反骨 盤石 微弱 備蓄 筆舌 飛沫 美味 病変  
風月（花鳥～） 不出 払拭（ふっしょく） 不惑 糞尿（ふんにょう） 文物 墳 
墓 文民 米作 平準（～化） 米飯 平明 別離 勉学 変転 忘却 亡母 墓前  
没後 没入 本日 本編 本論 枚挙 末裔 末日 末弟 満悦（ご～） 満面 蜜 
月 未明 脈脈 明日 民需 命運 命脈 明滅 猛暑 木片 門扉 躍如（面目 
～） 揶揄（やゆ） 遊歩（～道） 擁立 余命 落日 楽土 慄然（りつぜん）  




































































































































  急便―九便 参着―三着 従妹―十枚 百般―百班  
 ［接辞を含む語との組み合わせ］ 
  角逐―各地区 蓄髪―地区初・地区発 
 ［略語との組み合わせ］ 















  黄色（おうしょく）―黄色（きいろ） 従妹（じゅうまい）―従妹（いとこ） 叔母（し 
ゅくぼ）―叔母（おば） 酒癖（しゅへき）―酒癖（さけぐせ） 雪山（せつざん）― 
雪山（ゆきやま） 大本（たいほん）―大本（おおもと） 人人（にんにん）―人人（ひ 








  歳暮（さいぼ）―歳暮（せいぼ） 入水（じゅすい）―入水（にゅうすい） 直披（じ 
きひ・ちょくひ） 博奕（ばくえき）―博奕（ばくち） 末裔（ばつえい）―末裔（ま 







































































                                                   







































   しい所属先」として解釈される場合もある。「新」の多義的側面によるが，後部分の 





 本節では『CD-HIASK 2003 朝日新聞記事データベース』を用い，1-6月の半年分の記事を





  一般用法 ：延べ 13,514例，異なり 793例 





 表 1 「新―」の後部分語基の語種別語数 
  
 
 和語の延べ語数の割合が，異なり語数に比べて高いのは，「新顔」が 595 回，「新型」が
1,218回出現したことによるところが大きい。外来語は「アルバム」「システム」など，「新」
                                                   
54 野村（1978）では，新聞に出現した字音語基のうち，「新」の使用度数は，接頭辞的な語基全体の中で
「第」「大」「同」「約」につぐ 5位，結合対象語基数は「同」「大」につぐ 3位とされる。 
































  他動詞：開発 採用 収蔵 設計 創刊 発掘 発見 発行 発売 連載 録音 



















   


























  ○昨年，歌手生活 30周年を迎え，新しいアレンジで再録音したマキシシングルの「な 
ごり雪」＝写真＝を発表した。（朝日新聞夕刊。2003.3.15） 
  ○かつて AORとよばれた大人向けの落ち着いたロックをけん引した英国のベテラン。 







  ○エレクトロニクス実装学会が創立十周年を迎えた。それ以前のハイブリッドマイク 
ロエレクトロニクス協会とプリント回路学会が合併して再発足したもので，……                
（日経産業新聞。2008.12.17） 







































































○ 役職名：新営業課長 新音楽監督 新財務大臣 新専務理事 
○ 意味を加減して，AB とは別の「新 AB」を定義する場合： 
印象主義―新印象主義／エンゼルプラン―新エンゼルプラン  
保守派―新保守派／本格ミステリー―新本格ミステリー 






















1.3.2 「A新 B」が出現する条件 







                                                   













  補足関係：栄養豊富 挙動不審 当選確実 実現可能  
  修飾関係：高級官僚 有価証券 消費電力 演奏技術  
  並列関係：党利党略 美辞麗句 不眠不休 自由自在  

























































「A 新 B」の形が優先的に選ばれたものと考えられる。このような傾向や好みが「新 B」の
221 
 

















  ○マコトは，新しい寝袋や下着を買って帰ると言って，電話を切る。 
（丸山健二（2003）『虹よ，冒涜の虹よ（上）』新潮文庫） 
































  ○雇用保険被保険者証 雇用保険の被保険者であることを証明する証書。失業給付を 
受け取る手続きに必要なほか，転職先が決まっている場合は，すみやかに新会社に 
転出しなければならない。（COBS ONLINE。2008.7.12） 





                                                   


































惑星 横綱 教室 車 会社 恋人 分野
モノ自体「新しい」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
モノ自体「新」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
個人にとって「新しい」 ○ ○ ○ ○







 ○昭和 40年代後半から欧米，中国の野菜が新野菜として注目されている。 




































































































  ◯飲食店のうち最高評価の「三つ星」は東京が 14店，湘南 1店の計 15店。12 版より 
2店減った。新たな三つ星の獲得店はなかった。二つ星は 57店（東京 53店，横浜 3 




とめた。（中略）住宅地図のゼンリンや衛生陶器の TOTO，単体で 2047台のバスを 
保有する西日本鉄道などは“不動”の「日本一」だが，今回は 29社が脱落し，37社 
が新登場または復活した。（読売新聞。2010.1.8） 




































  ◯所要 3場所での新入幕は，朝潮，武双山，雅山の 4場所を抜いて昭和以降最速。 
（『相撲』62-12） 
◯県出身幕内力士 23 年ぶり誕生（25日）鶴岡市出身の大岩戸（八角部屋）が 31歳で 
初入幕。（読売新聞東京朝刊／山形 2。2013.12.3） 
◯返り入幕の豊真将は豪風に突き落とされ，3敗に後退。（毎日新聞。2013.9.26） 










  ◯東農大から入った双大竜は福島県出身者として 12年九州場所の玉ノ洋以来 13年ぶ 
りの新入幕。（産経新聞。2013.2.26） 























  ◯角界を救うのはこの男 史上最速新入幕・マゲなし遠藤聖大が迎える正念場（見出し） 











                                                   
62 日本放送協会の編集による『スポーツ辞典. 第 2（相撲）』（1958）では，「新入幕」を「あらたに幕内
力士になること。またはその力士をいう」としているが，「あらたに」だと，2度目か 3度目かなどの意
識は薄く，幕内力士に新しいメンバーが加わったという点を問題にする意味合いが強いように思われる。 
朝日新聞 産経新聞 日経新聞 毎日新聞 読売新聞
新入幕 64 84 60 99 95


































  ○彼は妻の留守に平井の家を訪問して激論となったが一旦はしずまり，……同家台所 
にあった刺身包丁で平井の背後から刺殺し…… 
（松本清張（1976）『証明』文春文庫） 
























































































































 一字漢語に自立用法があれば A，なければ C か D というように単純に区別できればよい
が，Bに含めたような，Aと C・Dとの中間的な例もあることを考慮するならば，「同―」の
中に入る一字漢語について，上記のような検討を行うことも多少は意味があろうかと思わ













  ○身元を調べたところ，8日に火災が起きたブリヂストン栃木工場の精練棟に勤務し 























   いで逮捕した。……逮捕されたのは，同社代表の三浦和仁（23）＝東京都新宿区新 
   宿1丁目＝と同社員の斎藤裕哉（20）＝住所不定＝の両容疑者。 
（朝日新聞。2003.7.3） 




























































  ○厚労省は給付優先。同省案では厚生年金の保険料率（労使折半，現行 13.58％） 









  ○暴力団山口組系五菱会（静岡市）のヤミ金融事件で，……「ヤミ金の帝王」と呼ば 
れ，同会系のヤミ金融業者を統括していた梶山進容疑者（54）…… 
（日経新聞。2003.11.21） 










  ○全日本空輸は十二日，……新設する運賃は「ゲット プレミアム」。同社便のエコ 
   ノミークラスの前方には通常より二割幅が広いビジネスクラス並みの座席…… 
（日経新聞。2003.2.13） 
  ○欧州連合（EU）議長国ベルギーのミシェル外相は13日付の同国紙ラツト・ニュー 
   スとの会見で，……（朝日新聞。2001.10.14） 
  ○川崎市川崎区の無認可保育所「ちびっこ園川崎」に預けた生後4カ月の女児が死亡 
   したのは，保母と運営会社「ちびっこ園」（本社・富山市）に責任があるとして， 
   …同園側が約2千万円を支払うなどの条件で和解が成立した。 
（朝日新聞。2001.9.5） 
  ○判決によると，このリゾート開発は日本生命が進めていたが，沖縄県知事の許可を 
得ずに造成工事をしたため，同年8月，都市計画法違反容疑で沖縄県警が同社側を 
那覇地検に書類送検した。（朝日新聞夕刊。2003.8.18） 
  ○インドネシア農業省は，カナダでBSE（牛海綿状脳症，狂牛病）に感染した牛が見 
つかったことを受け，二十二日付で同国産の牛肉及び牛肉関連製品の輸入を禁止し 
た。（日経新聞。2003.5.26） 
  ○TOTOの「NEWアプリコット」シリーズやINAXの「パッソ」シリーズは水玉でお尻を 











































  ○大阪教育大付属池田小学校（大阪府池田市）の児童殺傷事件で，重傷を負った児童 
8人の保護者が25日，同大学に対し，謝罪や慰謝料など総額約1億円の支払いを求 
める要望書を提出した。（朝日新聞。2003.11.26） 






















  ○茨城県保健福祉部は25日，同県波崎町内で開かれているサッカー大会に参加した 












                                                   



















  ○10日付の米紙ワシントン・ポストは，ブッシュ米政権が対イラク軍事行動に傾く 






































































































































選択をさけるため，①「常用漢字表」の 2,136 種の漢字のうち，字訓のみの 77 字を除
外し，残りの 2,059字を対象とする，②これらの漢字について，『岩波国語辞典 第 7版』
（以下『岩波』），『新選国語辞典 第 9 版』（『新選』），『三省堂国語辞典 第 6 版』（『三




























  衣・衣服 戒・戒律 監・監房 岩・岩石 季・季節 境・境地 菌・黴菌 吟・ 
吟詠 健・健康 鋼・鋼鉄 痕・痕跡 星・星座 史・歴史 囚・囚人 食・食事 税・ 
税金 箋・便箋 炭・石炭。木炭 弾・弾丸 帳・帳面 通・通人 伝・伝記 動・ 
震動 熱・熱中 碑・石碑 病・病気 服・洋服 文・文章 別・区別 毛・羊毛 律・ 







  圧・圧力 協・協会 現・現職 再・再選 債・債券 新・新人 選・選挙 卒・ 

















  医（勤務医）・医者（熱血医者） 液（水溶液）・液体（油状液体） 宴（披露宴）・宴 

































  外務相談話 幹事長談話 首相談話 スポークスマン談話 大臣談話  




























  益（評価益）・利益（評価利益） 価（予定価）・価格（予定価格） 工（防雪工）・工 
事（防雪工事） 公（西園寺公）・公爵（西園寺公爵） 婚（できちゃった婚）・結婚 
（できちゃった結婚） 誌（同人誌）・雑誌（同人雑誌） 字（再読字）・文字（再読 
文字） 車（冷蔵車）・貨車（冷蔵貨車） 線（Ｘ線）・光線（Ｘ光線） 葬（合同葬）・ 
葬儀（合同葬儀） 体（白骨体）・遺体（白骨遺体） 値（検査値）・数値（検査数値）  
調（詰問調）・口調（詰問口調） 電（特派員電）・電報（特派員電報） 年（13年）・ 
年忌（13年忌） 波（電磁波）・波動（電磁波動） 番（電話番）・当番（電話当番）  
比（構成比）・比率（構成比率） 帽（リバーシブル帽）・帽子（リバーシブル帽子）  




















  苦（生活苦）・苦痛（肉体的苦痛） 権（選挙権）・権利（個人的権利） 剤（殺虫 




































  行（上位行）・銀行（中央銀行） 校（名門校）・学校（美術学校） 稿（未定稿）・ 
原稿（演説原稿） 作（話題作）・作品（芸術作品） 順（番号順）・順序（検査 














 財（公共財）・財産（私有財産） 腫（骨髄腫）・腫瘍（卵巣腫瘍） 則（経験則）・ 
法則（自然法則） 知（暗黙知）・知識（基礎知識） 樹（街路樹）・樹木（森林樹 
木） 楽（室内楽）・音楽（教会音楽） 界（自然界）・世界（可能世界） 業（自 
由業）・職業（横文字職業） 渓（耶馬溪）・渓谷（秋川渓谷） 書（申告書）・書類 
（応募書類） 職（事務職）・職業（カタカナ職業） 親（尊属親）・親族（扶養親 
族） 式（卒業式）・儀式（入眠儀式） 審（法律審）・審理（事実審理） 診（細 
胞診）・診断（受精卵診断） 道（紳士道）・道徳（公衆道徳） 薬（外用薬）・薬 


















 器（洗面器）・器具（医療器具） 機（計算機）・機械（産業機械） 具（装身具）・ 
255 
 
道具（家財道具） 材（断熱材）・材料（耐火材料） 巣（転移巣）・病巣（乾せん 









  軍（自国軍。イラク軍）・軍隊（自国軍隊） 策（救援策。継投策）・対策（救援 
対策。暴力団対策） 産（現地産。中国産）・生産（現地生産。オフショア生産）  
社（旅行社。出版社。ダイヤモンド社〈固有名〉）・会社（旅行会社。印刷会社） 症 
（不眠症。不妊症）・症状（不眠症状。自覚症状） 政（共和政）・政治（共和政治。 
官僚政治） 僧（若手僧。虚無僧）・僧侶（若手僧侶） 犯（確信犯。放火犯）・ 
犯罪（確信犯罪。カード犯罪） 評（文芸評。小泉改革評）・批評（文芸批評） 便 
（航空便）・郵便（航空郵便。バイク郵便） 部（操作部。平野部）・部分（操作 
部分。特約部分） 編（山田編）・編集（山田編集。雑誌編集） 簿（補助簿。出 










  物体の一部→操作部・操作部分 溶接部・溶接部分 切除部・切除部分 





































   










































  政治制度→議院内閣制 連邦制 二院制 大統領制 共和制／人事制度→終身雇 







































  動名詞：利用料金 観覧料金 配送料金 派遣料金 参加料金 発送料金 
  種類：特別料金 正規料金 標準料金 暫定料金 市立料金／時間：週末料金 深 










































































 表 1 「料・料金」「代・代金」「費・費用」の結合対象 
 料 料金 代 代金 費 費用 
モノをあらわす要素 △ ○ ○ ○ ○ △ 
動作をあらわす要素 ○ ○ △ ○ ○ ○ 




































































ため，「聞蔵Ⅱ」の 1985 年から 2010年までの記事から抽出した語例を表 2に示す。 
 

























































































  早朝出発 間際出発（前項は時間をあらわす） 東京出発（前項は起点をあらわす） 
















  岩波：通知や報告や消息などの情報（＝信）を送り出すこと。「―者不明の怪情報」 
「インターネットは市民個人にも世界への―を可能にした」（第 6版（2000年 
発行）から。第 5 版では，「電報や郵便を出すこと」のみ） 
  新選：情報を送ること。（第 7版（1994年発行）から） 


















 表 3 「―発」の用法ごとの用例数（丸カッコ内は百分比） 
 
出発 発信① 発信② 発生 日時 数 計
1985 176(63.8) 20(7.2) 0(0) 0(0) 18(6.5) 62(22.5) 276(100)
1986 159(58.9) 20(7.4) 1(0.4) 0(0) 30(11.1) 60(22.2) 270(100)
1987 149(51.4) 21(7.2) 3(1) 1(0.3) 20(6.9) 96(33.1) 290(100)
1988 239(51.5) 29(6.3) 12(2.6) 0(0) 47(10.1) 137(29.5) 464(100)
1989 222(44.9) 24(4.9) 15(3) 1(0.2) 91(18.4) 141(28.5) 494(100)
1990 288(48.1) 39(6.5) 16(2.7) 2(0.3) 77(12.9) 177(29.5) 599(100)
1995 181(32.3) 47(8.4) 50(8.9) 4(0.7) 47(8.4) 232(41.4) 561(100)
2000 252(27.5) 30(3.3) 127(13.9) 41(4.5) 112(12.2) 353(38.6) 915(100)
2005 288(29.4) 15(1.5) 282(28.7) 2(0.2) 126(12.8) 268(27.3) 981(100)






























































































る。たとえば，『学研現代新国語辞典 改訂第 5版』は，約 75,600語を収録すると凡例で説
明するが，筆者の調査では，「神出鬼没」のように四字漢語全体で見出し語のものと，「貿易
摩擦」のように二字漢語（ここでは「貿易」）の子見出しとして示される四字漢語とをあわ























A型 □□＋□□：緊急-事態 予備-知識 民間-企業 
B型 （□□＋□）＋□：映画-化-権 入場-者-数 不可-知-論 
C型 （□＋□□）＋□：低-脂肪-乳 富-栄養-化 無-国籍-者 
 D型 □＋（□□＋□）：軽-自動-車 重-機関-銃 名-編集-長 
 E型 □＋（□＋□□）：極-超-短波 準-禁-治産 人-代-名詞 
 F型 □・□・□・□：花・鳥・風・月 春・夏・秋・冬 都・道・府・県 







 表 1 各資料における四字漢語の異なり語数と割合（語構成別） 
  
国語辞典 新語辞典 文芸雑誌
A型 1,646（96.7％） 1,024（94.3％） 2,173（93.3％）
B型 7（0.4％） 19（1.7％） 82（3.5％）
C型 14（0.8％） 22（2％） 34（1.5％）
D型 21（1.2％） 14（1.3％） 27（1.2％）
E型 3（0.2％） 7（0.6％） 0（0％）
F型 8（0.5％） 0（0％） 8（0.3％）
G型 3（0.2％） 0（0％） 4（0.2％）




























 ・補足関係：栄養豊富 素行不良 当選確実 実現可能 動脈硬化 海外公演 
 ・修飾関係 1：特別参加 完全消毒 徹夜交渉 徐行運転 一時停止 一斉調査 
 ・修飾関係 2：高級官僚 重要案件 勤労意欲 消費電力 野球選手 外国映画 
 ・並列関係：党利党略 内憂外患 不眠不休 自由自在 東奔西走 自給自足 






「非見出し語」として表示する。判定に用いたのは，『日本国語大辞典 第 2版』『広辞苑 第
6版』『大辞林 第 3版』『大辞泉 第 2版』である。新語辞典は，5.2.1と同様である。以上
にもとづき，各資料の A型の語を分類すると，以下のようになる。 
 




















補足関係 105（19.7％） 364（22.2％） 214（20.9％）
修飾関係1 34（6.4％） 108（6.6％） 71（6.9％）
修飾関係2 303（56.8％） 1,123（68.6％） 730（71.3％）
並列関係 81（15.2％） 37（2.3％） 3（0.3％）
対立関係 10（1.9％） 5（0.3％） 6（0.6％）


























前の二字（語例） 後の二字（語例） 前の二字（語例） 後の二字（語例）
補足関係
　N＋A 0 0 0 5（意味不明　体調不良）
　V＋A 0 0 0 2（使用可能　解読不能）
　N＋V 4（宗教改革　保守合同） 2（気分転換　地熱発電） 24（市場拡大　連載開始） 43（知識不足　作家志望）
修飾関係1
　A＋V 0 0 10（過剰摂取　正式決定） 1（安全運転）
　V＋V 1（強制収容） 0 1（共同研究） 1（徐行運転）
　M＋V 1（同時進行） 0 3（同時収録　臨時開封） 1（原則公開）
修飾関係2
　A＋N 3（特殊教育　必須科目） 0 13（巨大企業　有力企業） 4（必要事項　有名女優）
　V＋N 8（合成写真　冷凍食品） 18（引用箇所　展示会場） 40（火山活動　芸術運動） 48（研究結果　製作主任）
　N＋N 28（学校行事　文学雑誌） 35（金融機関　国民学校） 106（海上都市　女性軍人） 123（英語教師　温泉旅館）


























  当―（当社指定） 同―（同書後半・前回同賞） 本―（本作全体・本誌読者） 
 
 二字漢語では，「当社」「同氏」「本学」などについて，「この会社。また，我が社」（『明鏡




















  ―以下（家畜以下） ―以外（家族以外・自宅以外） ―以上（安堵以上・想像以上）  
―以前（近代以前） ―以来（事件以来・創刊以来） ―関係（家族関係・団員関係）  
―自身（皇帝自身・作者自身） ―次第（脚本次第・教育次第） ―自体（質問自体・ 









  ―一色（戦争一色） ―格差（科学格差） ―合戦（取材合戦） ―気分（厭戦気分）  








 ・―各所（都内各所） ―周辺（基地周辺） ―全体（画面全体・公園全体） ―中央 
（画面中央） ―表面（惑星表面） ―部分（基幹部分） 













  異常―（異常事態） 一斉―（一斉送信） 一般―（一般雑誌） 個別―（個別活動）  
最終―（最終候補） 重要―（重要単語） 専門―（専門雑誌） 直接―（直接対話）  





































































  気象衛星（気象） 細胞分裂（生物） 自己破産（法律） 時代区分（歴史） 司法 



















  意思表示（法律） 異国趣味（芸術） 依存関係（論理学） 拒否反応（医療） 緊 


























  医療被曝（公衆被爆・職業被爆） 音声言語（文字言語） 合成繊維（化学繊維） 固 
定電話（携帯電話） 自然科学（社会科学・人文科学） 実践哲学（理論哲学） 商 






















  火山活動（噴火，噴気 etc.） 広告媒体（テレビ，新聞，看板 etc.） 交通機関（鉄 
道，船舶 etc.） 舞台装置（大道具，照明 etc.）  
 
 「舞台装置」は，「演劇などの効果を高めるために，舞台に装置するもの。大道具・小道















































  安定成長（国の経済） 延長保育（保育所・幼稚園） 解散命令（裁判所） 高度成 









移動撮影（カメラ） 横断歩道（車道） 危険思想（国家・社会に対して） 禁断症 
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  修学旅行（引率者と児童・生徒。前者が後者を連れて旅行すること） 









  時代小説（明治以前の時代） 戦争文学（近代・現代の戦争） 天気予報（当日から 3 
日以内の天気） 不在証明（犯罪が起こったときに現場にいないこと）  
［場所］ 
  救命胴衣（海など） 経済特区（中国） 公衆電話・公衆便所（利用しやすい場所）   









  暗証番号（ATMなどに使う番号） 乾布摩擦（健康） 記者会見（重要情報の提供）  


















































複合名詞の類型 『岩国』の語例 見出し語 語例 非見出し語 語例
1 AデアルB 父親　桜花　宝石　前提条件 24 有閑夫人 103 悪人芸者
AニユカリノアルB ローマ字　西洋半紙　胡蝶 0 0
2 ソノBヲAト呼ブB 月組　富士山　第二工場 0 0
3 Aニ属スルB 人手　星影　橋脚　原子核 4 陸軍軍人 40 惑星表面
Aニ属スル，Bニ似タモノ 手首 0 0
4 Aヲ所有スルB 船宿　金主 2 傷痍軍人 1 知識青年
5 Aニ関スルB
姉むこ　葉桜　印刷局　光量　自由主義　自動
車工場　犯罪事例　科学雑誌　経営理念 60 文芸雑誌 179 石油工場
6 Aニ形状ガ似タB
弓なり　花笠　さおばかり　鈴蘭　殿様がえる
板ガラス　鉄腕　銀世界 0 1 幼児体型
7 所Aニ実現スルB
野ばら　しりだこ　西風　町工場　テーブルス
ピーチ　野天ぶろ　遠洋漁業　国家理念 51 海上都市 41 地下迷路
時Aニ実現スルB 朝日　年男　古人　未来社会 3 近代社会 24 未来都市
8 Aノ存在ヲ特色トスル所B 砂浜　雨空　氷原 5 格差社会 6 住宅地域
Aノ存在ヲ特色トスル時B 月夜　厄年　戦時 0 0
9 Aノタメニ使ウB 荷車　雨具　計算機　少女雑誌 14 映画音楽 16 体育施設
10 Aヲ材料トシテ作ッタB
絹糸　しの笛　ゴムまり　ガラス板　鉄橋　丸木
舟　羊皮紙　玉子どうふ 0 1 金属製品
11 Aノ利用ヲ特色トスルB
かざぐるま　帆船　蒸気機関　電子顕微鏡　手
まくら　足わざ 7 電子辞書 13 電気気球














































































  貴族同士 警官数人 女子連中 女性同士 選手全員 男子一同 男子連中 人間同 








天皇陛下 読者諸兄 農民諸君 
［後部分が強調を加える］ 
人 組織 物 抽象 場所 時間 方向
人 43 7 7 40 3 3 0
組織 11 7 4 15 4 4 0
物 8 10 27 38 12 3 0
抽象 42 39 87 234 35 16 0
場所 11 10 18 36 40 5 1
時間 5 0 2 22 2 7 0
方向 0 0 0 0 0 0 2
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① 悪人芸者 女子学生 女子生徒 女性軍人 女性講師 女性作家 女性職員 男
子生徒 男性読者 


















 ・組織名詞：学生劇団 個人商店 市民団体 市民病院 女子大学 母子家庭  
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 ・物名詞：遺族年金 同人雑誌 婦人雑誌 民族衣装 
 ・抽象名詞：学生野球 家族以外 官僚主義 記者出身 皇帝以外 皇帝権力 黒人以 
外 個人情報 作家体質 自己責任 児童文学 商人風情 少年野球 女性遍歴  
選手年俸 選手不在 大衆文化 男性全般 読者対象 人間以上 人間群像 人間 
精神 人間全部 農民階級 農民階層 農民精神 百姓一揆 
 ・時間名詞：学生時代 少年時代 青年時代 





























































 ・組織名詞：家庭教師 高校男子 自軍選手 政府高官 中学教師 町会議員 米軍兵 
士 陸軍軍人 陸軍大将 陸軍中将 
 ・物名詞：絵本作家 雑誌記者 肉体自身 筆頭演者 本誌読者 名物会長 
・抽象名詞：一般市民 一般庶民 英語教師 外科患者 現役選手 原爆作家 混血孤 
児 視点人物 傷痍軍人 職業軍人 職業作家 抒情画家 新進女優 新入社員  
成年選手 専業作家 専業主婦 戦国武将 先頭集団 専門医師 体育教師 中心 
人物 中年女性 中年男女 中年男性 天才打者 童話作家 日系移民 文学青年  
民生委員 野球巧者 野球選手 霊能少女 
 ・場所名詞：異界作家 英国紳士 沿線住民 海外作家 各国選手 近隣住民 作中人 
物 世界市民 地方作家 

























 ・人名詞：家庭教師 高校男子 自軍選手 政府高官 中学教師 町会議員 米軍兵士  
 ・物名詞：球団資金 自社商品 他社製品  
 ・抽象名詞：学校行事 学校制度 家庭環境 企業体質 球団体制 警察権力 
 ・場所名詞：学園都市 自社沿線 私鉄沿線  














 ・人（向けの）物：子ども向けの本 少年向けの本 高齢者向けの雑誌 若者向けの雑    
   誌 
 ・場所（国）（向けの）物：中国向けの手紙 イギリス向けの輸出品 外国向けの商品 外 
国向けの製品 外国向けの郵便物 外国向けの小包 


























 ・人名詞：学生劇団 国民学校 個人商店 市民団体 女子大学 母子家庭  
 ・物名詞：胃腸病院 車両工場 食肉会社 石油工場 鉄道会社 鉄道業界 郵船会社 
 ・抽象名詞：医療機関 英語学校 海運会社 各種団体 割烹旅館 既存球団 救急病 
院 旧制高校 金融機構 軍事政権 軍需工場 航空会社 国営企業 国際結社  
宗教法人 新聞各社 専門学校 中央機関 諜報機関 人気球団 美術大学 保険 
会社 































子会社 93／41 2件／81件 0件／6件
支社
































 ・人名詞：絵本作家 雑誌記者 本誌読者 名物会長 
 ・組織名詞：絵画教室  
 ・抽象名詞：仮面祭祀 金銭感覚 酸素濃度 食糧事情 心臓発作 物件情報 
 ・場所名詞：住宅地域 脊梁山脈 名物球場 薬品工場 洋画劇場 






・人名詞：遺族年金 同人雑誌 婦人雑誌 民族衣装 
 ・組織名詞：球団資金 自社商品 自社線路 自社路線 
 ・抽象名詞：一般雑誌 医療器具 化学肥料 健康飲料 抗生物質 交通標識  
 ・場所名詞：世界地図 地上線路 道路地図 脳内麻薬 舞台装置 露天風呂 

















 ・人名詞（146）：偉才 先任 名代 
 ・組織名詞（10）：善隣 中農 敗軍 
 ・物名詞（129）：海産 少数 予備 
 ・場所名詞（15）：環海 景勝 弾着 



























 表 3 抽象名詞と具体名詞をかねる語の用法 
 
単独用法 修飾用法 前部分 後部分
血縁 28 13 39 7
後継 98 35 553 7
後任 465 132 78 1
古参 2 9 11 13
新進 4 12 64 0
新卒 15 14 65 2
新入 0 2 340 0
世俗 3 6 65 0
前任 9 55 346 0
同業 7 39 258 0








































































  側近：地位の高い人につきしたがっていて，仕事を助けたりせわをしたりする人。 
（『例解新国語辞典 第 8版』） 













 ・Aにある B：海上都市 空中庭園 空中都市 地下迷路 地方都市 天上世界 
 ・Aのある B：油田地帯 要塞区域 



















 ・人名詞：現代作家 現代詩人 現代青年 初代会長 
 ・物名詞：初期作品 初期長編 
 ・抽象名詞：夏季大会 近代美術 現代科学 今次国会 時代小説 正月行事 













































・人名詞：学生時代 少年時代 青年時代 
 ・組織名詞：高校時代 大学時代 中学時代 中高時代 
 ・物名詞：黄金時代 聖書時代 文字以前 











  ○平岡さんの俳優人生としても，……（NHK総合。2013.9.19） 




























































































































































































































































































































































  ◯完投の佐藤は相手打線を 3安打に抑え，11奪三振を奪う好投を見せた。 
（読売新聞大阪朝刊徳島。2011.9.11） 
























































  ◯181センチと長身から投げ下ろす右腕・小俣は直球とカーブの緩急が身上。左打ち・ 
山口の長打力も注目。（毎日新聞。2014.6.30） 



















































  ○訪問看護サービス事業所の名称は「ルネサンス リハビリステーション」。介護認定 
を受けた高齢者に対し，在宅でのリハビリを提供する。（日経 MJ。2014.3.7） 
○厚労省は，待機者のうち，介護度が重い「要介護 4，5」で自宅で暮らしている約 8 


























接頭辞 用例 類語 句 
亜 亜熱帯  第二の～。～に次ぐ 
悪 悪条件  悪い～。好ましくない～。まずい～ 
暗 暗褐色  暗い～。くろずんだ～ 




遠 遠距離  遠い～ 
温 温湿布  あたたかな～ 




下 下半身 した した（がわ）の～ 
快 快進撃  すばらしい～。こころよい～ 
怪 怪文書  怪しい～。疑わしい～。不思議な～ 







管 管楽器 ふえ  
緩 緩斜面  ゆるやかな～。ゆるい～ 
既 既発表  既に～した 




擬 擬古典主義  見せかけの～。～になぞらえた 
義 義兄弟 かり 義理の～ 







休 休火山  やすむ～ 
極（きょく） 極陰性  極端な～ 
筋 筋繊維 筋肉  
近 近未来  近い～ 
銀 銀世界 ぎんいろ  
軽 軽労働  軽い～。手軽な～。簡単な～ 
現 現内閣 今 今の～。現在の～ 
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減 減ページ  ～を減らすこと 
原 原材料 もと もとの～ 
古 古民家  古い～。昔の～ 
故 故山田氏  亡き～ 




高 高学歴  高い～ 
抗 抗ヒスタミン  ～に抵抗する。～を抑える 
広 広範囲  広い～ 












最 最先端  もっとも～。一番～。 




至 至東京  ～に至る。～まで 
私 私生活 わたくし 個人の～。わたくしの～ 




直（じか・じき） 直取引 直接 直接の 
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七 七福神 なな。ななつ  
膝 膝関節 ひざ  
実 実生活  実際の～ 
弱 弱酸性  弱い～ 
主 主産地 おも おもな～ 
終 終列車 おわり。おしまい  











女 女生徒 おんな 女性の～ 
小 小都市  小さい～ 
省 省エネルギー  ～の消費を省くこと 
少 少人数  少ない～ 
上 上天気 うえ（「上甲板」） よい～。優れている～ 
新 新会社  新しい～ 
心 心不全 心臓  
深 深呼吸  深い～ 













税 税控除 税金  
絶 絶不調  きわめて～。まったく～。 













総 総支配人  すべての～。全体の～ 
続 続赤穂浪士 続編  
村 村議会 むら  
他 他町村 ほか。別 ほかの～。別の～。よその～ 
多 多方面  多くの～。たくさんの～ 
駄 駄菓子  粗末な～。つまらない～ 
対 対共産圏  ～に対する 
大 大会社  大きい～。すぐれた～ 
耐 耐アルカリ  ～に耐える。～におかされない 
短 短距離  短い～ 
単 単細胞  一つの～ 
長 長距離  長い～ 
超 超党派 スーパー。ウルトラ とびきりの～。極端な～ 
直（ちょく） 直輸入 じか じかに～。すぐに～ 
珍 珍答案  珍しい～／滑稽な～（「珍道中」） 
追 追起訴  あとからする～ 
低 低気圧  低い～ 
徒 徒競走 かち 歩く～ 
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当 当大学  この～。その～。私どもの～ 
等 等間隔  等しい～。同じ～ 
同 同年配  同じ～／その～（「同事件」） 
内 内出血 なか。うち 内側の～／内々の～（「内祝言」） 
難 難問題  難しい～。困難な～ 
軟 軟口蓋  柔らかい～ 
濃 濃硫酸  濃い～ 
白 白血球 しろ 白い～ 
半 半病人  なかば～。半分～ 
汎 汎アジア主義 全。パン すべての～ 
反 反政府 アンチ ～にそむく。～に反対する 
非 非協力的  ～でない。～しない 
被 被選挙  ～される 
妃 妃殿下 きさき  




病 病大臣  病気の～ 
貧 貧書生  貧しい～／貧弱な～（「貧打線」） 
不 不明朗  ～がない。～でない。～しない 
副 副総理  次の～ 
弊 弊事務所  わたくしどもの～。手前どもの～ 
別 別世界  よその～。ほかの～。異なる～ 
母 母集団  親の～。もとになるところの～ 
亡 亡祖父 故 死んだ～ 
某 某青年  ある～ 






毎 毎土曜日 ごと それぞれの～。 
満 満五歳 まる  
未 未発表  まだ～していない。まだ～でない 
密 密入国  秘密の～ 
明 明五月十五日  次の～。あくる～ 
無 無意識  ～がない。～しない 
名 名選手  名高い～。すぐれた～ 
綿 綿製品 木綿  
猛 猛攻撃  激しい～。たけだけしい～ 
約 約五分  およそ～。だいたい～ 
有 有意義  ～がある 
要 要注意  ～する必要がある 
洋 洋菓子 西洋。欧米 西洋風の～ 
翌 翌二〇〇二年  次の～。あくる～ 




立 立候補  ～に立つ。～に立てる 
両 両陛下  両方の～ 
令 令夫人  よい～ 
連 連安打 連続 連続の～ 
牢 牢役人 ろうや  
老 老先生 老人 老いた～。年とった～ 
和 和菓子 日本 日本式の～。日本風の～ 
〔注〕ワカバヤシ（1936），野村（1978），山下（2008）を参考にして，二字漢語などと結合
し接頭辞としてはたらく一字漢語を抜き出した。語と句の欄は，『岩波国語辞典 第 7 版新
版』『新選国語辞典 第 9版』『新明解国語辞典 第 7版』『三省堂国語辞典 第 7版』『明鏡国
































































































































































  共―：共話（1989。たえず相手の話に相槌を打ったり，途中から引取ったりして渾然一 
体となる話の仕方） 爆―：爆食（1989。いわばやけ食い）／爆睡（1994。1999。2004。 
2009。2014。思いっきり寝てしまう） 完―：完飲（2004。飲み物をすべて飲むこと） 
／完食（2004） ―災：核災（2014。福島第一原発などの核による災害のこと） ―活： 









  般教（1994。一般教養） 機変（2004。2009。機種変更） 自販（2004。自動販売機）  









































  アンチ―／反―・対―・非― ―イズム／―主義 ウルトラ―／超― ―オイル／―油 
サブ―／副― スーパー―／超―・特別― セミ―／準― ニュー―・ネオ―／新―  
ノン―／非―・無―・不― ポスト―／―以後 ―マン／―人（じん）・―家（か） ミ 



















































































































  化石（時代おくれ） 軍用金（事業をするのに必要な費用） 甲羅（人間のせなか） 宗 




























  ◯確信犯：悪いこととわかっていながら，罪をおかす〈こと／人〉→気になることば 
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  ◯俄然：断然→誤り 
  ◯奇特：めずらしくて変わったことを熱心にするようす。「―なコレクター」→誤り 
  ◯号泣：大いになみだを流すこと。「静かに―する」→誤り 
  ◯大丈夫：よろしい。けっこう。「おさらをお下げしても―ですか・『レジぶくろは― 
〔＝ご不要〕ですか』『はい，―です〔＝いりません〕』→本来は不適切 
  ◯的：〔「―に（は）」の形で〕…として。「わたし―には納得できない・テレビ―には， 
   悪役がいたほうがいい」→標準的でない 
  ◯破天荒：型破りで豪快なようす。「―な人」→誤り 
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  一杯一杯 餓鬼 榠樝（カリン） 携番 尻 拳固 午後一 御大層 自己中 小便 
（ションベン） 畜生 茶々 超 鉄板 天辺（テッペン） 軟派 脳味噌 発展 風 
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